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	はじめに・１
　
　
この本は、テーブルトークＲＰＧのリプレイです。システムは「クトゥルフの呼び声」。
「テーブルトークＲＰＧ」及び「リプレイ」に関する説明は、ここでは省きます。
　
テーブルトークＲＰＧわからないという方は……申し訳ありませんが、
本文を読んで、感覚的に理解できるというならばいいのですが、
わけがわからないという場合は、上記キーワードで検索でもかけてみてください。
とりあえず前提として、今回は５人で遊んでおり、４人がそれぞれ自分の「キャラクター」
を操作し、１人が物語の進行役を担っているという形です。
　
　
はじめに・２
　
　
本文に入る前に。いちおう、断り書きです。
　
この作品はフィクションです。実在の人物、団体、事件などにはいっさい関係ありません。
　
　　　……題材が題材なので……一応……
　
2007年６月に遊んだ、『クトゥルフと帝国』のリプレイです。キーパーはうちの同居人です。
　
時代は１９１１年３月１３日月曜日。時代が大正から明治に移る、その一年前です。
舞台は東京市、神田・浅草・品川周辺。
　
　
前年には日韓併合条約調印、韓国併合が起き、ハレー彗星が大接近しています。
前年の暮れには大逆事件もありました。
　
天皇に爆裂弾を投げようとした――という名目で――幸徳秋水らが投獄、処刑。
流行語は『高等遊民』『カフェー』『ミルクホール』『結婚写真』。
　
……そんな時代の、神話的恐怖。
　
　
　
キャラクターメイキング
　
■森村三郎（もりむら・さぶろう）
大学講師／理学士（大学教授）　 31歳／男性 
【能力値】 
　　STR 12　DEX 5　INT 11　CON 8　APP 14　POW 15　SIZ 11　EDU 16 
　　耐久力 10　MP 15　正気度 75　幸運 75　知識 80　アイディア 55 
【主な技能】 
　　物理学86％、信用85％、説得75％、心理学55％、応急手当50％、 
　　英語36％、人類学36％、化学31％ 
【所持品他】 
　　研究室、住宅、書籍、背広、革靴、救急用具セット 
【特殊】　　　帝大の図書館を随時利用可、〈信用〉+10％ 
【関係者】　　綿貫陽次郎（大学教授）、佐竹俊夫（学生） 
　
キーパー　：まず、森村さん。所属は東京帝国大学……東大です。
森村　　　：お～、すげーや。何て頭がいいんだこの人。
キーパー　：ルール上は大学教授で作成しましたが、年が若いので助教授候補。理学部で、主に物理学の研究*1をしています。
といってもキーパーは（物理は）全然分からないので、なんちゃって物理学でよろしく。
森村　　　：私もそんなに物理は得意じゃなかったから、大丈夫です。
井塚　　　：なんちゃって物理学だから、重いものほど早く落ちるんだ。それを利用して、○ビンスペシャル*2は生まれたんだよー！（笑）
キーパー　：関係者欄は、教授の“綿貫　陽次郎”と学生の“佐竹　俊郎”。佐竹君は、研究室所属の研究熱心な学生として評価が高いです。
森村　　　：学生はこき使うためにあるんだよ、うん。
　
　
■斉藤九郎（さいとう・くろう）
警保局保安課　課員（特高）　 33歳／男性 
【能力値】 
　　STR 9　DEX 11　INT 16　CON 12　APP 11　POW 10　SIZ 9　EDU 13 
　　耐久力 11　MP 10　正気度 50　幸運 50　知識 65　アイディア 65 
【主な技能】 
　　目星75％、追跡60％、聞き耳55％、回避52％、鍵開け41％、忍び歩き40％、隠れる40％、言いくるめ35％、説得35％、拳銃70％ 
【所持品他】　 
　　45口径リボルバー、モーゼル・ミリタリー、二十六年式自動拳銃、銃弾、警察手帳、身分詐称用具セット、鍵開工具、背広、革靴、腕時計 
【特殊】　　　人間の死体を見てもSANが減らない（よほど酷い状態は除く） 
【関係者】　　なし 
　
キーパー　： ルール上特高で作っていますが、実際には警保局の保安課の所属です。特高*3は今年できます。（笑）
井塚　　　：何かがきっかけになってできるんですね、恐らく。
キーパー　：特別高等課は内務省の管轄で、政治運動の内偵・取り締まり・検閲をしていました。
隅吉　　　：じゃ、この時点でさほど悪評は立っていないんですね。
斉藤　　　：いわゆる普通の警察……警察ってわけでもないかな。
キーパー　：思想犯取り締まり専門の課って感じで。警察手帳は持っています。警察とは同じ組織だけどちょっと毛色の違う、本庁勤務。桜田門に勤務しています。
森村　　　：エリートコース。
隅吉　　　：青木君ではなく室井さん*4なイメージですね。
　
　
■井塚　総次郎（いづか・そうじろう）
雑誌記者（新聞記者）　 28歳／男性
【能力値】 
　　STR 12　DEX 7　INT 15　CON 15　APP 15　POW 14　SIZ 13　EDU 15 
　　耐久力 14　MP 14　正気度 70　幸運 70　知識 75　アイディア 75 
【主な技能】 
　　図書館75％、写真術60％、英語55％、歴史50％、言いくるめ45％、説得45％、目星35％、オカルト35％、運転35％、拳銃21％ 
【所持品他】 
　　写真機、フィルム、十四年式自動拳銃21％、背広、変装用具、腕時計 
【特殊】　　　会社の資料室が随時使用可、会社の自動車が優先的に使用できる。 
【関係者】　　中富勇吉（会社の同僚） 
　
キーパー　：ルール上は新聞記者で作っているけど、雑誌社勤務ね。会社の名前は『旭光社』。神田にあります。
井塚　　　：神保町のそばですな。
キーパー　：会社は皇室と縁があるパトロンが出資しており、『暁新報』という右傾化した雑誌を出しています。去年の大逆事件では主犯とされた幸徳秋水らを批判し『社会主義者と無政府主義者を根絶せよ！』とか訴えた。……急進右派って言うの？　左翼活動家から相当煙たがられ、嫌われています。
森村　　　：うわ～っ。
井塚　　　：めちゃめちゃ右寄りね。
キーパー　：関係者の、“中富　勇吉”君は同僚の記者です。よく2人で組んで取材に行きます。ぶっちゃけ、そこが死んだら代わりなので。（笑）
井塚　　　：それだー！　ボクが死んでも代わりがいるから。
　
　
■隅吉　たゑ（すみよし・たえ）
 看護婦　 18歳／女性 
【能力値】 
　　STR 9　DEX 7　INT 14　CON 14　APP 14　POW 17　SIZ 13　EDU 12 
　　耐久力 14　MP 17　正気度 85　幸運 85　知識 60　アイディア 70 
【主な技能】 
　　応急手当80％、信用58％、医学50％、精神分析50％、目星50％、回避50％、英語35％、自転車運転30％、経理20％、薙刀10％ 
【所持品他】 
　　診療道具、白衣、医学書、洋服、救急用具セット、自転車、靴、薙刀 
【特殊】　　　人間の死体を見てもSANが減らない（酷い状態は除く）、〈信用〉+10％ 
【関係者】　　赤居作次郎（医者）、赤居光太郎（その息子）、水越ユキ（友人の女給）、田原トミ（友人の女給） 
　
キーパー　：最後に看護婦。浅草近くの診療所で働いています。住まいは診療所の近く。
関係者はまず、医者の“赤居　作次郎”さん。『医は仁術』をモットーにしているような人。経営があまり上手くなくて、看護婦が〈経理〉技能なんか持っているくらい。周辺住民からは人気があります。
隅吉　　　：おお、明治の榊原伊織*5先生～。
キーパー　：あと、1人息子の“光太郎”君。13歳。診療所で手伝いをしているので、応急手当くらいは今もできる。
隅吉　　　：大きくなったらお医者さんになるんですね。
キーパー　：なるでしょう。……*6あと10年くらいで地震くるけどね。
隅吉　　　：地震の後は……ちょ、徴兵される？（笑）
キーパー　：『きけわだつみのこえ』（笑）
隅吉　　　：未来が暗いよーっ。
　
　
今回の探索者は、この4人。 
知り合いでも何でもなく、事件を通じて一緒に行動するようになる……らしい。 
探索者達がきちんと動きさえすれば。 
　
　
第一章　それぞれの夜
　
明治44年3月13日（月）　森村　三郎
　
キーパー　：現在時間は午後8時前。浅草の某所にあるカフェー『ショフェ*7』。カフェーっていうのは現在の喫茶店の前身で、着物にエプロン姿の女給さんがいます。
森村　　　：私はカフェーに行っているのか。
キーパー　：はい。あなたは教授にお使いを頼まれています。教授の知り合いの会社の社長に、ちょっと荷物を渡してくれと。待ち合わせの時間が6時半だったんですが……。
井塚　　　：1時間以上だっけ。来ないね。
キーパー　：旭山さんというその人は忙しいので少し遅れるかもと聞いていましたが、いくら何でも遅すぎる。間が持たないんであなたは次の珈琲を頼んで……。
森村　　　：はあ、寂しいなあ。
キーパー　：で、ちょっともよおしてきて、トイレに行こうかと。
森村　　　：荷物はどうしようかな。
キーパー　：あ、荷物は鍵のかかる洋風の革張りのカバンで、結構重い。『中には割れ物が入っているので取扱注意で』と言われています。トイレに持って入るものじゃないし、店員に頼んでおくとかね。
森村　　　：その方がいいな。「ちょっとお手洗いに行って来るから、荷物をしっかり見ていて欲しい」と。
キーパー　：はい。女中さんは「かしこまりました」と。ということでトイレに行きました。……いきなりですが、〈聞き耳〉判定お願いします。（笑）
森村　　　：ちょっと待てよ～！（ころころ）そもそも94。失敗です。（笑）
キーパー　：店の方から……。何というか『ヒョウ』とか『ヒュウ』っていう……口笛みたいな感じの音？　が聞こえて、何だ？　と思った時に、女性のけたたましい悲鳴と、くぐもった叫び声のようなものが。
森村　　　：とりあえず扉を開けて……。
キーパー　：扉を開けようと立ち上がった時に続けて、ドウッ！　ドタン！　バタン！　ビシッ！　ガタガタッ！　という音。（笑）
森村　　　：『どうっ！？　だん！？　びしっ！？　がたがたっ』！？
キーパー　：……そこで静かになる。
森村　　　：……そ～っと扉を開けます。
キーパー　：開けますと……灯りが消えてしまっていますね。
森村　　　：真っ暗？
斉藤　　　：じゃ、何も気にせず何も見ずに店を出る！（笑）（←現実逃避）
キーパー　：まず、鼻をつく異臭がします。化学薬品のような、胸くその悪くなる臭い。
森村　　　：げ。じゃ、ハンカチを出して当てよう。
キーパー　：灯りは後ろから差し込んでいますが、そんなに明るくないんでよく見えません。
森村　　　：座っていた位置は何となく覚えているはずだから、自分の座っていた席を見る。
キーパー　：机や椅子が散乱しており、壁際に人が倒れているようです。
森村　　　：怖ぇなー。でも普通の行動としては、助けに行こうと思うんじゃないかな。荷物も確保したいし、自分の席の荷物を確認してから人助け。
斉藤　　　：……普通は逃げるんじゃねえか？（笑）
キーパー　：では、数歩歩いたところでDEX判定。（笑）
井塚　　　：ガチだなあ！
森村　　　：（ころころ）41だから、9倍……（笑）。（←DEX5）
キーパー　：薄暗い中、ぐんにょりとした塊に足を取られます……づるりと滑ってバランスを崩し、床に手をついてしまう。生暖かくて「ぐちゃっ」としたものに手が包まれ、臭いが一層濃くなる。
森村　　　：気持ち悪～い、逃げた～い。
キーパー　：と、その時。ドアが開き、若い女性の声で「あれ？　灯りが……」って、パチッと。（爆笑）
井塚　　　：ハメだ！！
キーパー　：明るくなりましたけど、周り見ますよね？
森村　　　：普通は見るだろうね。
キーパー　：手なんですけど、灰色がかったねばねばとしたものが。
森村　　　：化学薬品か？
キーパー　：ゲル状の灰色のべちゃべちゃしたもので、原型は分かりません。痛みはない。あなたはそこに手を突っ込んでいるので、もうぐちゃぐちゃになっています。辺りには結構な量が飛び散っています。
森村　　　：こんなもん、どっから出てきたんだろう。……その前に、私の持ってきたカバンはあります？　どきどき。
キーパー　：カバンを探して周りを見渡すと、視界の隅に白いものが写ります。よく見ると、半分崩れかけた骨。たぶん頭蓋骨……大腿骨？　腕？　肋骨？　……はい、SANチェック（笑）。
森村　　　：骸骨如きでSANチェックか～。（ころころ……92）失敗。
キーパー　：d6＋1減らしてください。
井塚　　　：結構でかいな！
森村　　　：（ころころ……2）3点ね。
キーパー　：なんだこれ？　とぼーっと観察している自分がいます。……骨ですが、変です。
森村　　　：どこが変なの？
キーパー　：骨が見えているということは肉がないんですよ。肉がないのに服着ているんですよ。
森村　　　：はぁ！？　何じゃこりゃ！
キーパー　：で、壁側には何人か倒れていますが、半分近くの首や足はありえない方向にひん曲がっています。背中が半分に逆折れしていたり、ところどころが赤く腫れ上がって火傷みたい。それもどんどん色が失われて灰色になり、ズルズルと崩れてあの溜まりになります。
斉藤　　　：うわ～っ！　そういうことか。
森村　　　：手を引き上げて、テーブルクロスか何かで手を拭う。
井塚　　　：冷静だよね。俺だったらどんなことになっているやら。（笑）
キーパー　：そしてさっき灯りをつけた女給は、目を見開いて君を見ながら大声を上げています。
井塚　　　：『きゃーっ、人殺しー！』（笑）
森村　　　：「人殺し」って、こんな感じで壊せるわけねえだろうがっ！
キーパー　：あ、あとカバン。ようやく目に入ってくるんですが、あなたのいた席は奇跡的に椅子も机も倒れていません。が、カバンがありません。
森村　　　：はっ！？　カバンがない！！　マジ！？
キーパー　：とですね、大騒ぎしているので何事かと人が入ってきますが、彼らも店の惨状を見るので、中にはSANチェックに失敗する人もいます。つっぷして吐いたり、「警察！」「医者呼んでこい！」という人もいて、とにかく辺りは騒然とします。
森村　　　：ここでばっくれても怪しいと思われるし、救助活動を。
隅吉　　　：『恐ろしい惨状の中に、血みどろの三十代の男性が佇んでいたんですよ！』（笑）
森村　　　：血みどろじゃないよ！　血みどろじゃないよ！
隅吉　　　：いえ、ショックで色々脚色されているんです。『あいつ、俺を見てニヤリと笑ったんだよ！　あの恐ろしげな顔は今でもはっきり覚えている！』
キーパー　：それ、女給言葉でお願いします。
隅吉　　　：『あの人、冷静に場を取り繕い始めたんですっ！　手をクロスで拭ってから、トドメを刺すために生き残った人に近づいて……っ！』（笑）
森村　　　：こらーっ！
　
森村学士は事件の重要参考人として警察に連行され、きりきり尋問されます。 
彼は身の潔白を主張しますが信じてはもらえず、それどころか疑いは増すばかり。 
というのも、電気をつけた女給さんが、酸鼻な光景を見て錯乱したあげく、 
彼が犯人だと猛主張したせいもあったりしたのですが。 
　
明治44年3月13日（月）　井塚　総次郎
　
キーパー　：（井塚を指して）一方、その30分くらい後。東京市*8の神田某所。
井塚　　　：はいはい。
キーパー　：あなたは相棒の中富さんと遠方まで取材に出かけていて、車を置くために遅い時間に会社に戻ってきました。社内は誰もいないようで静かなものです。……が、その時。2階の役員室でゴトッという重たげな音が、一度だけしたような気がする。
井塚　　　：「誰だよ、不用心だな。泥棒なのかね？」
キーパー　：「そうかもしれないな。確かめないといけないね」と、中富君が言う。
井塚　　　：……ハメてきやがったな！　しょうがないから、「そうだね」と、まず武器を探そう。金属バットか何かないですかね？（笑）
キーパー　：木刀ぐらいはあるし、あなたは銃持っている。
井塚　　　：でもここで銃声はよろしくないから、中富君と一緒に、しーっとやりながら2階に〈忍び歩き〉。
キーパー　：振ってください。
井塚　　　：あ、俺、〈忍び歩き〉に割り振ってねえや。（ころころ）08、成功。
キーパー　：こっちも（ころころ）……06って（笑）。
あなた達はことりとも音を立てず、階段を上がります。階段側のドアは半開きで、灯りが漏れています。あれは役員室ですね。
井塚　　　：じゃ、扉の近くまで行って、中の様子を窺ってみる。
キーパー　：役員室は以前に入ったことがありますが、見る影もないですね。
森村　　　：は？
キーパー　：本棚が倒れて、中の書類やら本やらが床じゅうに散乱しています。社長が自慢にしている舶来の大金庫が横倒しになって口がバーンと開いて、中身が飛び出している。室内の他の調度……カーテンとかあるのかな、そういうものは切り裂かれている。かすかにつーんとした臭いが鼻をつきます。
井塚　　　：なるほどね。
キーパー　：そんなぐちゃぐちゃの中で、1つだけ奇妙なものがあります。社長がいつも座っている革製の豪勢な椅子、それだけがこちら側に背中を向けた状態で、何事もなく立っている。そこには、誰か座っているようです。
井塚　　　：人がいる雰囲気はあるわけね。……とりあえず部屋に入ってみて、椅子を見ましょう。
キーパー　：近くまで行くとですね……、椅子に座っているのは背広に身を包んだ骸骨！　――SANチェック！（笑）
井塚　　　：（ころころ）70。成功。
キーパー　：中富君も。（ころころ）えー、大丈夫でした。2人して一瞬呆けてしまったんですけど、我に返ってみると、椅子の足元に妙なものが。
井塚　　　：例の灰色のものですね。了解了解。
キーパー　：灰色がかったねばねばしたものがあって、表面だけ乾燥して薄い膜を張ったみたいな感じ。
森村　　　：気持ち悪い～。
井塚　　　：ちなみに背広は社長？　背広、見たことあるかな。
キーパー　：社長のものか分からない。カフスボタンやタイピンはそのままで、服を着たまま骸骨になったような雰囲気さえします。
井塚　　　：あ、窓は開いていないですよね。「……警察呼ぼっか」
キーパー　：警察の前に、どうするこれ？
井塚　　　：あんま変なことやって疑われてもねえ。「このままにしておいてさ、とりあえず警察に……」……電話って、この時代にあるんですか？。
キーパー　：公衆電話は道路にたくさんある*9。
井塚　　　：「お前さん警察に電話してくれ。俺、カメラで撮ってみるからさ」と、ぱしゃぱしゃ。
キーパー　：何を撮りますか？
井塚　　　：まず骸骨。それから骸骨と骸骨と骸骨と骸骨と……。（笑）
キーパー　：骸骨ばっかりじゃねーか！（笑）
井塚　　　：骸骨とゲル状のものと、部屋の中を入り口から見たのと全景。あとは社長の椅子の方からと、金庫。
キーパー　：ざっと見たところ、印鑑や株券の束などは残っています。現金の手提げ金庫にも、まったく手がついていない。
井塚　　　：それ終わらせてから、社長の家に電話。
キーパー　：社長の家に電話をして、……どう言うの？
井塚　　　：「泥棒が入ったみたいですわ」
キーパー　：電話には、社長の息子の副社長が出てきました。「社長は今日帰っていないが、そっちにいないか？」と言われる。
井塚　　　：……（しばらく沈黙）。「とりあえず泥棒が入ってみたいで、社長は見あたらないんですよ」
斉藤　　　：状況証拠から類推はできるだろう！（笑）
井塚　　　：「金庫が荒らされていますね」と、見たままを話します。「これこれこれで、書類がばさばさ出ていますな」
キーパー　：骸骨の話が全然出ねえ！（笑）
井塚　　　：いいの！　脳みそが認識したくなければ見えないの！！（笑）
キーパー　：（壊れてるわけね）じゃ、向こうは殺人事件だと思ってませんので、「時間かかるかもしれないがそちらに行くので、警察の対応はしておいてくれ」と。
井塚　　　：ああ、ばっちりです。了解了解。
キーパー　：警察が来るまでは、何も動かさないで部屋を出る？
井塚　　　：そこにいますよ。
キーパー　：そこにいる？　そこにいるの？
井塚　　　：うん。
キーパー　：骸骨と一緒に？（笑）
斉藤　　　：骸骨はいないんだね。（笑）
井塚　　　：この間に、会社の俺の評価どうなっているのって漁る。（笑）
斉藤　　　：やらしいなあ！
　
その後も井塚記者は〈目星〉でファンブルを出したりして、場を散らかしまくっていました。 
間もなく警察と副社長が現れ、現場の検証。 
背広や所持品、歯形は社長のものに間違いないことが確認されます。 
幸い、副社長の保証もあって、この2人が警察に怪しまれることはありませんでした（笑）。 
　
明治44年3月13日（月）　隅吉　たゑ
　
キーパー　：少し時間が戻って夜8時半頃。浅草のあなたの自宅です。今日も無事に終わりました。家に戻ってご飯を食べて、一息ついています。
隅吉　　　：ご飯もきゅもきゅ。あ～腰痛い……。
キーパー　：そこに、自転車の音がキキーッとしたかと思うと、扉をドンドンドン。「姉ちゃん姉ちゃん！」と、息せききってやってきた様子の光太郎君が。
隅吉　　　：うああ。じゃ、口の中のものを呑み込んでから、がらがらがら（ドアを開ける動作）。「あ、光ちゃん。どうしたの？」
キーパー　：「ショフェで怪我人が何人か出て、すぐに来て欲しいって。でも、うちの親父いなくって。一緒に来てよ」
隅吉　　　：「はぁい。……あ、光ちゃん、道具は持ってきていないよね？」
キーパー　：持ってきている。
隅吉　　　：できた子だ。じゃ、自転車でちゃーっと行きましょう。怪我人ねえ。誰か女給さん巡ってケンカでもしたかな？
キーパー　：現場に着きます。
隅吉　　　：何だろう、あの黒山の人だかり。
キーパー　：そう。何人も警官がいてすごい物々しい雰囲気。（森村をちらっと見つつ）30歳くらいの男が、拘束されてはいないようですが、でも警官2人がっちりついてですね、警察の車――ってあるのかな――それに乗せられていくのを見ました。犯人かな？
森村　　　：勝手に犯人になってる！
　
現場に近づこうとした2人は警官に制止され、中を見ることはできませんでした。 
患者は既に別のところに移されているとのこと。そこに行ってみたところ、 
そこには横たわる赤居医師の姿が。 
　
キーパー　：光太郎君は「父ちゃん！」と、駆け寄ってゆきます。
隅吉　　　：私も行きます。「先生？　先生？」どんな状態ですか？
キーパー　：間違いなく先生ですね。火傷のように、身体のあちこちの皮膚が赤く腫れ上がって爛れている。その周辺の皮膚はかさついているような感じ。意識はまったくないです。本格的に見てみます？
隅吉　　　：見ます～。〈医学〉……（ころころ）……8失敗。
キーパー　：皮膚が赤いのは火傷のような炎症で、周辺組織が干からびかけています。ただの火傷を負っているのではないことはすぐに分かる。
隅吉　　　：何の処置をしていいのかは分からない？
キーパー　：対症療法として火傷の処置をするくらい。
隅吉　　　：処置しながら、何が起きたかを訊きたい。意識のある患者か、付き添っているおまわりさんに。
キーパー　：戸口にいる人に訊くと、カフェーで何があったのかはっきり分からない、検証しているところなんだと。どんな感じか、と逆に訊かれます。
隅吉　　　：「火傷に似ていますが見たことのない症状で、どう対処していいか困っています」
キーパー　：と、座り込んでいた女給がいたんですが、警官に付き添われて救護所を出て行きます。ちなみにその人には見覚えがあって、友達の水越さんですね。
隅吉　　　：声をかけてみます。「ユキちゃん？」
キーパー　：反応はない。
隅吉　　　：「ユキちゃん、ユキちゃん？」と覗き込んでみる。
キーパー　：そうすると、ぼーっとあなたの方を見て「（うつろな口調で）あー、たゑちゃん。……こんにちはぁ……」（笑）
森村　　　：駄目だーーーー！
井塚　　　：SANチェック失敗したね。
　
その後、苦痛のあまり被害者が騒ぎ出して対応に追われたり、てんてこまいになりながら場面は切り替わります。 
　
明治44年3月13日（月）　斉藤　九郎
　
キーパー　：お待たせしました。今、上野の警察署です。……朝の3時。（笑）
隅吉　　　：何ですか、そのリアルとリンクしていそうな超ハードな職場。
斉藤　　　：3時か。そろそろ帰ろうかな～。（笑）
キーパー　：いえ、家で休んでいたところに警察から呼び出されて、署長室に通されます。そこには男が2人います。1人は署長ですが、もう1人、眼鏡をかけた目つきの鋭い細身の男がいます。
斉藤　　　：ほう。
キーパー　：ここは署長室なので、普通は署長さんが机に座ってこの人が手前にいるものなんですが、署長さんが下座に立って、その人が窓際に立っている。署長さんは汗だくで起立です。（笑）
斉藤　　　：えーと……とりあえず、敬礼しておきましょうか。
キーパー　：君が入ると、眼鏡の男が署長をちらりと見遣って、「では、すぐに浅草に連絡し、命令通り手配したまえ。我々が出向いた時に手間取らせないで欲しいものだ」と。署長は「了解しました！」（笑）
斉藤　　　：ならって敬礼。（笑）
キーパー　：署長が出て行った後、眼鏡の男が君に椅子にかけるように勧めてきます。彼は窓に歩み寄り、「真夜中だというのにすまなかった、斉藤君」
斉藤　　　：「いえ」
キーパー　：「私は……そうだな、一応名乗っておこうか。私は内務省警保局の鈴木という。ああ、名刺は渡せない。いずれ偽名だしな。悪く思わんでくれたまえ」（笑）
森村　　　：うわーっ！　偽名、偽名！
キーパー　：ちなみに警保局というのは、内務省の内部部局で警察部門を統括する場所です。後々特高を使って国民の思想統制などやっていく、危ない部署です。
斉藤　　　：偉い人。偉そうな人。
キーパー　：「出向いてもらったのは他でもない。内々に調査し、処理して欲しい件ができた。どこから話したものか……。まず警察向きの話をしようか」
「もう『昨夜』になってしまったが、神田と浅草で奇妙な事件が起きた。神田では雑誌社の社長が死に、浅草ではカフェーの店員と客が数名殺された。これが極めつけに奇妙な死に方でね。被害者の死に方にしか共通点はないが、間違いなく関連性があると思われる」
斉藤　　　：うん。
キーパー　：「……ここから内務省向きの話だが」と前置きをして続けますが、「警保局では、今回の件は左翼のテロではないかと」（笑）
森村　　　：うわーっ！
キーパー　：「この旭光社という会社は、大逆事件の折に左翼活動家をかなり叩いていて、相当恨まれている。そして、被害者は常識では考えられない死に方をしている。毒ガスか何かを使ってテロを行ったのではないかという話が出ているのだ」
斉藤　　　：ほう。
キーパー　：「これで話が終われば警察で十分なのだが、これが真実テロで、毒ガスでこんなことができたとした場合、それが玉体に向けられる可能性がある」
森村　　　：あ、天皇陛下ね。
キーパー　：「警察はまだ関連づけて調査していないが、下手にかき回されると面倒なので、面倒な事態になる前に動きたい」
他にも裏があるらしいですが。旭光社はある侯爵が出資している会社で、その侯爵は皇室と縁が深く、政府内でも力を持っている。その人から、この件を内々に調査して解決してくれと。
斉藤　　　：なるほどね。はいはい。
キーパー　：警保局はこの件で侯爵に恩を売り、自分達の権限を拡大することも視野に入れて動いているそうです。権限が拡大した時には新しい組織を作るつもり。
「君にもそれには加わってもらうつもりだ。これは初陣ということだな」
斉藤　　　：「ありがたく……」（言いかけて）……ありがたいのかな？（笑）
キーパー　：栄転ですよ？　彼は向き直って封筒を2つ、ぽーんと君に放ります。
斉藤　　　：受け取って、「見ていいんでしょうか」と確認してから。
キーパー　：「現時点で、警察が調べ上げた事件の詳細についてそこにまとめてある。10分時間をやろう。これから浅草署に向かう。それまでに概要を把握してくれ」
斉藤　　　：「はい」
　
そこに書いてあるのは、肉が溶けたとか口笛が聞こえたとかいう、世にも怪異な殺人事件。（笑）
　
斉藤　　　：はあっ！？　何っ？　え？　えーっと……白骨？？？（笑）
隅吉　　　：『旭光社では社員名簿が重点的に荒らされており、内部犯の可能性も……』（笑）
キーパー　：カフェーでは現在、民間人が拘束されています。容疑者です。（笑）
森村　　　：容疑者ですか！　酷いや～！
キーパー　：帝大の理学士で『森村　三郎』と名乗っています。……帝大です。理学士です。
斉藤　　　：ガス……危ないな。なるほどな。臭いなー。（笑）
キーパー　：彼を目撃した女給の話によると、裏にゴミを捨てて戻ってきたら、森村という男が1人だけ無傷で立っていて、死体にかがみ込んでいて何かをしていた。（笑）
森村　　　：勝手に脚色がされてるよ～！
キーパー　：（まったく脚色してませんが……）一方被疑者の言い分ですが、小用から戻ったらこんな状況で、俺は何も知らねえよと。
斉藤　　　：嘘が下手くそだなあ。（笑）
森村　　　：こらーーーーーっ！
キーパー　：（森村に）包み隠さず話します？　何でカフェーにいたとか。
森村　　　：だって教授のお使いだったんだもんっ。
キーパー　：彼は、そのカフェーで人を待っていた。旭山という社長だそうです。ちなみに、その名前はもう1つの資料にあります。『旭光社』の社長が旭山です。
斉藤　　　：ほおう。
キーパー　：警察ではこいつが被疑者で、苦し紛れに嘘をついて被害者になりすまそうとしているのではないかと。
斉藤　　　：でも、よくよく冷静に考えれば、そんな被害を起こした人間がその場にいるかという考えもある。
キーパー　：「そろそろいいかね。我々が浅草署に向かわなければならない理由は分かるな？」
斉藤　　　：「分かりました」
キーパー　：彼が言うには、警察は森村を被疑者として疑っているが……あなたも考えた通りです。普通、やったら逃げるよね。たぶん本当のことを言っているんだろうと。
斉藤　　　：うん。
キーパー　：ただ、限りなく怪しい。（笑）
森村　　　：だって真実なんだもん！　真実なんだも～ん！
キーパー　：「我々はそこに向かい、『本庁の斉藤刑事の独自捜査により彼は無罪だという証拠を見つけた』と、彼を無罪放免にする」（笑）
斉藤　　　：ほ、ほう。
キーパー　：間違いなく中心人物なので、泳がせた方がいいのではないかと。「釈放した後のこの件の捜査とその男の処遇は、すべて君に一任する」
森村　　　：はあっ！　何と恐ろしいことを！
キーパー　：「恐らく阿呆ではなかろうから、自分が疑われていることくらいは理解しているだろう。協力させるのは簡単だと思うがね。不測の事態が起きた場合……まあ、君の方で判断したまえ」（笑）
斉藤　　　：なんか、ものすごい特権を与えられている。（笑）
キーパー　：しばらくは本庁所属の刑事という肩書きになります。警保局の保安課にいることは明かさずに捜査をしなさい、と。
斉藤　　　：なるほどね。ただの刑事ね。
　
　
明治44年3月14日（火）　各所にて
　
四者四様の3月13日が終わり、それぞれの朝が始まります。 
さて……これからどうなるのやら。 
　
キーパー　：森村さん。あなたは何を言っても聞いてもらえなかったんだけど、『本庁の優秀な斉藤という刑事』が無罪を証明してくれました。釈放されます。
森村　　　：何てありがたい人なんだ！　よかったーーー！
キーパー　：ただ、浅草署の全員の目が納得していません。（笑）
斉藤　　　：じゃ、自分も白い目で見られるね。
キーパー　：……あまり期待できないね、ここのバックアップは。
隅吉　　　：やっぱり制服組は嫌われるんだ。
キーパー　：後ろで刑事達が「いいんですか？」「うちとしては釈放したくないんだがな、本庁の方針でな」（笑）
森村　　　：だって俺何もしていないーーー！！　針のむしろだよーー！
斉藤　　　：「森村さん、はっきり口に出して言っておいた方がいいかもしれないから言っておきます。あなたが犯人ではないことは状況証拠から分かりますが、関係者であることは間違いない。随時協力を依頼したいこともあります。もちろん協力していただけますね」
森村　　　：「私の身の潔白に繋がるのであれば」
キーパー　：そこの2人はそんな感じで合流できます。……合流してね。そこまで作っていないので。（笑）
　
キーパー　：井塚は、副社長から「親父の仇を取りたい。通常業務から君と中富君を外す。車も自由に使っていい。犯人をあぶり出してくれ」と。
井塚　　　：ほう。
キーパー　：「正直に言うと、私は警察を当てにしていない。これは我々の手で犯人をあぶり出し、我々の手で断罪すべき事件だ！」
井塚　　　：「そうですね副社長。いや、新社長」
キーパー　：というわけで、あなたも調査できるようになります。調査費ももらえます。
　
キーパー　：で、看護婦なんだけど……。
隅吉　　　：うん。みんな頑張ってね～。（のほほん）
井塚　　　：一番厳しいところですよね。関わるモチベーションが上がってこないというかね。
斉藤　　　：そのうちそっちに行きますよ。
キーパー　：それは上手くやってください。（笑） 
　
この時は、誰も予想していなかったはずです。 
全員がパーティを組めるのは、実プレイ時間で2時間後のこととなろうとは……。 
　
　
第二章　行動開始 
　
キーパー　：今日は3月14日火曜日です。私から出す情報は終わったので、相談して頑張ってください。
斉藤　　　：まず、どこから行こうかな。あらかじめ旭光社にアポイント取っておこう。先日の事件の目撃者に話を聞きたいと。
森村　　　：私はともかく、教授に何があったのか訊きたいよ。大学にいるはずだと思うから、とりあえず教授を。
斉藤　　　：たぶん、いろんなものを繋ぐ俺の情報がないとみんな動けないんじゃないかと思うんだよね。両方の事件が繋がっているのが俺だけだから。
　
明治44年3月14日（火）午前　井塚　旭光社にて
　
井塚　　　：社長の、昨日一日の行動はどんなだったんでしょうかね。副社長に訊く。
キーパー　：副社長も把握していないんですが、社長室に予定表ボードがあるから、それを見れば分かるんじゃないかと。
井塚　　　：じゃ、それを見てこよう。昨日の予定はどんなでしょうかね。
キーパー　：予定表ボードには、『帝大の綿貫教授と面会　六時半　ショフェ　森村氏』と書いてある。 
　
社内で聞き込みをした井塚記者は、最後に生きた社長の姿が目撃されたのは5時～6時であること、
特段変わった取材や行動はしていなかったこと、等々を調べ上げます。
綿貫教授のプロフィールは調べあげたものの、手帳にあった『ショフェ』の意味がわからず、そこで行き詰まりに。 
　
井塚　　　：あと、最近社長宛てに脅迫状か何かないですか？　左からカミソリとかねー。（笑）
森村　　　：脅迫状かよっ！
キーパー　：通信記録つけている人に訊くと、社内でうわさになっているのは、『大東労働者党』。
森村　　　：何じゃそりゃ。
キーパー　：大逆事件後の報道が過熱した頃から、『恣意的な記事の配信をやめろ、やめないと正義の鉄槌を下すぞ』という露骨な脅迫状がですね……。（笑）
井塚　　　：訊いてよかった！
キーパー　：そういえば、朝礼で取材の時に気をつけろという話をされたのは覚えている。その後（脅迫状が）何通も来ていたのは知らなかったけれど。
井塚　　　：そかそか。ストレートに訊いてよかったー。
　
　
明治44年3月14日（火）午前　隅吉　水越宅にて 
　
看護婦は患者の看護の合間をぬって、事件に遭遇した友人のお見舞いに行くことに。 
友人の名は水越ユキさん。 
事件の第一見者で、森村学士を犯人呼ばわりしたショフェの女給さんです。 
一足早く見舞いに行った友人の話によると、彼女は『昨晩からずーっとずーっとずーっと掃除をしている』とか。 
……掃除？？？ 
　
キーパー　：水越さんのお宅に着きました。彼女1人で住んでいるんですが、話に聞いた通り掃除しています。
隅吉　　　：……「朝から精が出るね」って言えばいいのかな、この場合。
キーパー　：っとですね、表情がやっぱりおかしい。〈心理学〉を振るまでもなくおかしい。「ちゃんときれいにしていないと汚れるから」
隅吉　　　：「……んー、でもちゃんとどこもピカピカにきれいだし、どこも汚れなんてないのに、何がそんなに気になるの？」
キーパー　：(拭き掃除の手つきをしながら)「掃除しないと、溶けて汚れるから。ねばねばするから」
隅吉　　　：死体絡みの話は、私は聞いていないんですよね。……「ねばねば？」
キーパー　：(拭き掃除の手つきをしながら)「ごめんね。手を休めるとね、汚れるの」　全然きれいね。ぴっかぴかね。明らかにおかしいですね。（笑）
森村　　　：可愛そうに。でも、この人が私をハメた人だ。
キーパー　：雑巾ずーっと……話はしているんですけど、ずーっと拭いている。二言目には「掃除しなきゃ」「溶けたものが」「汚れるから」が出る。意味分かんないですね。……何か訊きますか？
隅吉　　　：んー。ここで地雷を踏むか否か。（笑）
井塚　　　：踏んでしまえ、踏んでしまえ。
隅吉　　　：では、ズバっと。「昨日のショフェでいっぱい怪我人が出たでしょう。あれ、何だったの？」
森村　　　：またわけの分からない脚色をしてくれるんだよ、きっと。私に対して。
キーパー　：（してませんって）えっと……。「昨日ね、ショフェで殺人事件があって、私、それ見ちゃったの」
隅吉　　　：「ふんふん」
キーパー　：「でね」
隅吉　　　：「うん」
キーパー　：「……汚れるの」（笑）
斉藤　　　：間が！　間が！
キーパー　：要約すると、彼女は裏手にゴミを捨てていた。戻ってきたら部屋の中の電気が消えていた。「……ぱっと電気をつけたら犯人がいたの」ねばねば、ねばねば。
隅吉　　　：「う、うん」
キーパー　：彼女が犯人だという男は、7時前からずーっと1人で居座って珈琲を何杯もおかわりしてそわそわしながら店の中にいたんだそうです。
井塚　　　：符合しすぎているよね。
キーパー　：「それでね。その男が犯人だという証拠を見つけたの」
森村　　　：またわけの分からないことを……！
キーパー　：これ言うかなあ……言うか。「警察に話をしてショフェに戻った時、お店の置き看板に引っかかっているのを見つけたの」と出されるのは、卓上メモを破ったものですね。3月13日（月）とある。裏の余白に万年筆らしい走り書きで書いてあるのは、『しょふぇ　カフェー　浅草　もりむら　六三〇　カバン――かわ』
彼女曰く、この紙は怪しいと。絶対何かの指示文か何かだと。今日、これを警察に届けに行くつもりだと。
斉藤　　　：余計なことするなー！
キーパー　：「犯人だと思うでしょ？」と、同意を求めてくる。「あの男死刑よね？　死刑でしょ？　ねえたゑちゃん、死刑だよね？」
隅吉　　　：（気圧されつつ）「……う、うん。お上は正しいお裁きをしてくれるよ」（笑）
井塚　　　：どこの時代だよ！
隅吉　　　：……警察に届けるのはむしろ悪くも何ともないもんね。うーん……。「これ、私が持っていってあげるよ」と言う。
キーパー　：浅草署に岩原という刑事さんがいるそうです。その人は昨日彼女の話を聞いてくれた人らしいので、その人に届けてもらえるかと言われます。
斉藤　　　：やめてーーー！　それは俺にくれーーー！　情報を漏洩するな、警察は敵だー！
隅吉　　　：……ごめん、協力するはずが引っかき回す方に回りそうです。（笑） 
　
帰宅後、隅吉看護婦は折良く診療所を訪れた浅草書の刑事に事情を話し、メモを渡してしまいました。 
……ちょっと展開に無理があっても、この紙は隠匿しておくべきだったんでしょうか……。 
　
キーパー　：渡しちゃったよ～。
斉藤　　　：ああもうそれ駄目だよ～！　引っかき回されるよ、浅草署の連中に！
隅吉　　　：でも、現時点でこの人が一番信用のおける人なんだもの。
キーパー　：彼は話を聞きながら真剣な顔をして「カレンダーか……結構いいものだな。奴の名前がある……。これは頂いていってもよろしいですか？　証拠として」
隅吉　　　：（さらっと）「ええ、構わないですよ」
全員　　　：うわーーーーっ。
キーパー　：どーするんだこれ……。（笑）
　
明治44年3月14日（火）午前　斉藤＆森村　帝大理学部棟にて 
　
一方、そんなことになっているとは知らない（ことになっている）斉藤課員と森村学士は、 
カバンの中身とお使いの内容を詳しく知るため、まずは綿貫教授の自宅に電話。
　
キーパー　：電話口には奥さんが出て、「うちの人は、昨日は学校に泊まったようです」と。（笑）
斉藤　　　：すっげー嫌な予感！　すっげー嫌な予感というか最初から展開読めているけど何か嫌な予感！！（笑）
森村　　　：「じゃあ、教授はまた研究室にこもっているんですね」
キーパー　：「と思うんですけど……よくあることですから」
斉藤　　　：くっそ、すべて後手に回っている！　“Mission Failed”の文字が見える！（笑）
キーパー　：帝大に行く、でよろしいですね？
森村　　　：だって行くしかないもーん。やばいー、また新しい死体が！
キーパー　：帝大の構内に入り、理学棟への道を歩いていると、向こうから学生が走ってくる。
森村　　　：知っている顔だよね？
キーパー　：ええ、知っています。佐竹君ですね。「森村さん、大変です！」
森村　　　：「どうしたんだね、佐竹君」
キーパー　：「研究室の中がめちゃめちゃなんです。泥棒かもしれません！　とにかく来てください！！」 
　
というわけで、3人揃って綿貫研修室にれっつごー。 
　
キーパー　：研究室は酷いありさまで、本棚や椅子は倒れ、机の上の研究書類もぶちまけられています。
森村　　　：「何てことだ、研究室がめちゃめちゃではないか！」
キーパー　：ちなみに教授の姿はありません。変な白骨もありません。
斉藤　　　：あ、そう。
森村　　　：「佐竹君、教授の姿は今朝から見ていないのかね？」
キーパー　：「そうなんです。朝方部屋に来たら、いきなりこれじゃないですか。いつまで経っても教授も森村さんもいらっしゃらないし……」
森村　　　：なるほど。ちなみに昨日は私と教授、どっちが先に研究室を出たの？
キーパー　：昨日の午後5時ぐらいに、あなたは別な用事があったので先に辞去した。教授はまだいて、はっきり言ってはいないけど、明日も来るような感触だった。
斉藤　　　：この頃の大学って、誰が出てきた帰ってきたなんて関与していないよね。
森村　　　：誰も管理なんてしていないと思うよ。鍵さえあれば入れるんじゃないの。
キーパー　：そう。今春休みだし。
斉藤　　　：出入り口に警備員とかはいるの？
キーパー　：大学構内に入るところにいるだろうけど、建物1人1人は配置しないと思うな。配置しないということで。その代わり、ばっちり鍵かけて帰る。 
　
昨日学内で怪しいものを見かけた人がいないかを、学生の佐竹君に聞き込みさせつつ、 
荒らされた研究室を調べ、教授がいつも使うカバンと片方の靴を発見します。 
鍵のかかるはずのカバンは開きっぱなしで、中には財布が入ったまま。 
　
キーパー　：机の引き出しには鍵がかかっていませんね。
森村　　　：「おかしいな、ここも鍵がかかるところなんですけど」と言いつつ開ける。
キーパー　：そこには、書類たくさんと手帳が1冊入っています。
斉藤　　　：「これ、見せてもらっていいですか」と、ぺらぺらぺら。めぼしいものは？
キーパー　：3月13日の欄に、『旭山社長に資料を渡す。旭光社訪問　→六時半　浅草　ショフェに変更――森村君に依頼』と。
斉藤　　　：ああ、なるほどね。
キーパー　：3月9日に『旭山社長に電話連絡　資料乾板の一時預かりを依頼』
森村　　　：『乾板』？
キーパー　：乾板というのは、今でいう写真のネガフィルム。昔はガラスの板に感光剤、乳剤を塗って、それで写しました。重たいガラス状のものです。
森村　　　：「そういえば、例のカバンの中には『割れ物が入っているからくれぐれも気をつけるように』と教授から言いつかったんです」
斉藤　　　：ふうん。怪しいね、このことだね、きっと。それに関する記述ってどこかにないかな？　日記とかも探す。すぐ調べる。
キーパー　：丸めて捨てられていた紙を何気なく開くと、何かのメモのようです。『乾板の件　旭光社の旭山社長　金庫に預かってもらう』
斉藤　　　：それが何かがわかんねえなあ。
キーパー　：あと、『福来助教授より電話　研究資料保管　安全な場所？』
斉藤　　　：『福来』？
隅吉　　　：……ああ、『乾板』か。そっかぁ。
森村　　　：その福来助教授っていうのに、私は心当たりは？
キーパー　：福来は帝大の助教授で、知っている方は知っている。実在の人物です。『千里眼事件』って知っていますか？
斉藤　　　：知らなーい。
森村　　　：何じゃそりゃ。
井塚　　　：『念写』ですな。福来友吉というですねー。
キーパー　：やっぱり井塚（のプレイヤー）は知ってるか。超心理学っていう学問がこの当時はあって、透視能力や念写能力をトンデモじゃなく、科学的に証明しようと。公開実験や真偽論争を新聞社や世の中を巻き込んでいった。
森村　　　：真面目に取り組んでいたんだ！
キーパー　：その急先鋒と言うべき人が福来助教授です。能力者が2人いたんですけど、1人は今年の1月に自殺。1人は2月末に肺壊症で――インフルエンザで死んで、話がうやむやになってしまった。一時期、日本中で話題沸騰でした。
森村　　　：そういう人とうちの教授の接点って、普通はないんじゃないかな。
キーパー　：まあ、実は友達でしたということは十分ありえる。
隅吉　　　：福来助教授という人は、今はどうしているのか分かっているんですか？
キーパー　：帝大に在籍はしていますね。ただ、今は春休み中なので、学校にいるかは分かりません。
斉藤　　　：じゃ、その人に会いに行きましょう。ここはもういいかな。見るものは見たよね？
森村　　　：教授は謎の失踪ということだね。
隅吉　　　：どこかにお散歩に行ってるだけかもしれません。（笑）
キーパー　：片足けんけんでか！？（笑）
森村　　　：とりあえず今、学内にいるかどうか。事務で聞けるかな。
キーパー　：じゃ、事務室に向かう時、初老の男に呼び止められます。文学部の助教授で須坂という人です。「綿貫研究室の森村君かい？」
森村　　　：「ええ、そうですが」
キーパー　：彼は軽く挨拶をして「泥棒に入られたっていうじゃないか」
森村　　　：「ええ、研究室が荒らされていましたね」
キーパー　：「大変だねえ」……まあ、それくらいなんだけどね。「取り込み中のところ大変申し訳ないんだけど、これを預かってくれないか」と、大きめのしっかりした封筒を渡されます。
森村　　　：「何ですか、これは？」
キーパー　：「教授に頼まれた写真がこの中に入っているから、返しておいてくれたまえ。本当は、この写真は昨日渡すはずだったんだ。乾板だけ返して、現像したものを入れるのを忘れてね」
森村　　　：「分かりました。……教授から、これについて何か他に聞いていることってありますか？」要は、現像してくれってことの他に。どんなことでもいいんですけど。
キーパー　：要は、この人は写真好きで、頼まれて写真を現像した。写真を忘れて乾板だけ返しちゃったと。それに今日気づいて……。
斉藤　　　：じゃ、この人は何者か知らないで面倒だけしたというだけのことだね。見せてもらってよいのかな。（返事を待たずに）さっ（と、中身を出す動作）。（笑）
キーパー　：中には3枚入っています。失敗作にしか見えません。ピンボケなんですね。 
　
【　須坂助教授から受け取った写真　】 



　
斉藤　　　：うわ、何だこれ？
隅吉　　　：（ぼそっと）……ヨグ？
井塚　　　：ヨグですかねえ。（笑）
キーパー　：（むむむ？）
森村　　　：何だろうねえ、うん。我々は知らないよ！
キーパー　：あなたは〈オカルト〉あるし見れば分かりますね。千里眼事件で新聞に載っていた写真が、こんな雰囲気だったなあと。須坂さんは「これが例の念写ってやつかねえ」とか言っている。あまり信用していないらしい。
斉藤　　　：念写、ねえ？ 
　
その後事務で確認したところ、福来助教授は学内にはいませんでした。 
警察に横やりを入れられたくない斉藤課員は綿貫教授の片方の靴を隠匿し、 
ただの窃盗容疑として警察を呼ぶよう、学生の佐竹君に指示します。口止めも忘れずに。 
　
キーパー　：あ、佐竹君は真面目に聞き込みをしていました。
森村　　　：「どうだい、何か分かったかい？　佐竹君」
キーパー　：「成果かどうかは分かりませんが、昨日の夕方5時過ぎ頃、工場の作業服風な服の」――って、（作業着が）この時代あったのか知らないけど――「男が、3～4人で理学部の方に歩いていったのを見たと」
森村　　　：何じゃそりゃ。それ、うちの学部を歩くような感じの人じゃないんでしょ。
キーパー　：もしどこかを直すのであれば当然いますが、何か壊れて修理するのかなあと思った、という話は聞けました。 
　
ちなみに、この日に修理や工事の予定は入っていなかったことが、後の調査で判明しています。
が、『作業着姿の男達が怪しい』という情報はあっても、そこから調査を展開させていく術が見つかりません。 
　
　
第三章　調査は続く 
　
明治44年3月14日（火）午後　隅吉＆斉藤＆森村　赤居診療所にて
　
キーパー　：えー……。（斉藤に）どうぞ。
斉藤　　　：コンコン、コンコン。
隅吉　　　：「はーい？　どなたですかー」
斉藤　　　：「本庁の斉藤と申しますが、ちょっとお話聞きたいんですけどよろしいですか？」
隅吉　　　：「はあ」……では、敬意のこもった距離の置き方をしつつ、お茶なんか出して様子をじっと窺います。
斉藤　　　：「『ショフェ』というカフェーで起きた事件の患者さんがこちらにいらっしゃるとのことで、ちょっとお話をお聞きしたいんですけど」
隅吉　　　：「……本当に警察の人ですか？　午前中にも警察の人が来ましたよ」（笑）
斉藤　　　：「それは警察ですよね。私は刑事ですので、本庁です」
キーパー　：ああ、それは常識的に知っている。本庁は警察の上部組織で偉いさん。
斉藤　　　：「先に、誰か来ました？」
隅吉　　　：「浅草署の岩原さんという人が。それからほとんど間がないので、雑誌社の人が身分を偽って特ダネを探しに来たのかなと……」
キーパー　：森村さんは、一緒に来ているんだよね？
斉藤　　　：うん、もちろん来てもらう。
隅吉　　　：えっ！？　ええと……「こちらの方は？」
キーパー　：当然、訊くだろう。
斉藤　　　：「事件解決の協力者です」
森村　　　：下手なことは言いません。
斉藤　　　：「……の、森村さんです」と言う。（笑）
キーパー　：そういえば、30男だなあ。
森村　　　：しらを切り通すしかないね。
斉藤　　　：いや、しらを切る必要もないじゃん。自分が無実だって知っているんだから。
キーパー　：本当かなあ……。（笑）
隅吉　　　：「森村さんというと……。あのー……」
斉藤　　　：「重要参考人です」
隅吉　　　：「……。そんな怪しい人、同席させて大丈夫なんですか？」（笑）
斉藤　　　：「彼が犯人じゃないことは、本庁の方では調査済みです」
隅吉　　　：「事件に遭遇した、私の友人……ショフェの女給が、犯人は森村という男性だと言っていましたが、どうなんですか？」
森村　　　：「違います！　 いくら何でも失礼じゃないですか、お嬢さん」
斉藤　　　：「警察はまだ疑っているようですが、それは指示が行き届いてないためです」
森村　　　：「あなたのお友達がわけの分からないことを言ってくれたお陰で、私はすっかり犯人扱いされて酷かったんですよ！！」
斉藤　　　：（森村に）ちょっと黙ってて。……「状況証拠から、彼は明らかに犯人じゃないんですよ。犯人はその場にいるわけはないので。……ま、ちょっと怪しい行動をしていたかもしれませんけど」
森村　　　：「拭っただけじゃないか！　気持ち悪かったんだよ、物理的に！」
隅吉　　　：「……はい」と言いつつ、森村さんをじーっと観察はしています。
斉藤　　　：「私が受けた報告でも怪しいような動きをしていますが……」……もとい。（笑）
井塚　　　：なんかもう、しゃべればしゃべるほどフォローのしようがなくなってる。（笑）
森村　　　：何で私がこんな目にー！！
斉藤　　　：「被害者の状態は調書では読みましたが、どんな状態なのかをまず知りたいかな」
隅吉　　　：患者さんについては説明します。ただ、こっちの刑事さんと話をする。森村さんが本当に犯人かどうかはさておき、ユキちゃんはこの人で怯えているので、私はその辺もひっかかってます。
森村　　　：嫌な感じの女だ。
キーパー　：……いや、（看護婦の反応は）正しいと思うけど。
森村　　　：だって、私的には嫌な感じの女なんだ。
斉藤　　　：ちなみに、俺は警察への命令権はないよね？
キーパー　：被疑者の確保を手伝え、はたぶん可能。証拠品を見せるのは、そう言われれば見せるだろうね。
斉藤　　　：でも、そんなんどうでもいいんだよなあ。渡ったのが問題だからなー。
隅吉　　　：あ、「水越さんがこういうメモを手に入れて……」という説明はします。「先ほど、岩原さんにお渡ししたばかりです」
斉藤　　　：「（心底悔しそうに）そうですか！　残念です！！」（笑）
隅吉　　　：「同じ警察の方なら、そこから見ていただければいいですよね」
斉藤　　　：「同じじゃないんですけど、まあ、同じです。はい。その資料は後で岩原さんから見せて頂きます。はい」
キーパー　：なんでこんなふうになったんだろう。予想外だったなあ。でも、可能性はあったわけだよね……（反省）。
　
明治44年3月14日（火）午後　井塚　旭光社にて
　
井塚　　　：社長室で机だの何だかんだとあさりながらですね、手帳と日記。
キーパー　：手帳、日記、メモで、ショフェとか森村とか綿貫とか、そんなことを調べるのね。
井塚　　　：うん。
キーパー　：〈目星〉。
井塚　　　：ぱぱらぱー。〈目星〉は25％と35％。
キーパー　：……あ、そうだ、中富もいるんだ。
井塚　　　：僕の分身アバターですよ、ふっふっふ。
森村　　　：こらこらこら。
井塚　　　：自分が（ころころ）22で成功。中富、（ころころ）うん、99。ファンブル。分身アバターお前、どっか行ってろ。
キーパー　：予定表はさっき見つけたよね。机の上のカレンダー、3月の14日になっています。今日。で、その前が3月12日。 
　
井塚記者が社長室で見つけた手帳にあっためぼしいものは、以下の2つ。 
『3月13日　帝大綿貫教授→六時半　ショフェ　森村氏　浅草』 
『3月9日　綿貫教授より電話　写真と乾板の保管依頼あり』 
　
キーパー　：あと、机の後ろの観葉植物……この時代あったのかな。まあ、あったことにしよう。倒れています。その陰に、紙切れが落ちているのに気づいて拾ってみた。
井塚　　　：ほおう。
キーパー　：紙切れといったけれど紙切れじゃない。封筒をビビッと破ったもの。
井塚　　　：斜めに破いたのかな。
キーパー　：そこにメモ書きがあります。封筒の裏面に『神田某～～』とここの住所が書いてあり、『旭光社　金庫？』と乱暴な走り書きがある。
井塚　　　：それ、社長の字ですかね？
キーパー　：見比べてみると、明らかに違う。
井塚　　　：ふうん。
キーパー　：封筒の表面には『品川町某～～』とどこかの住所が書いてあり、番地の前の部分で切れている。品川はお金持ちがよく住んでいる場所ですね。高級住宅街というか、郊外のいい場所です。
宛名は『柳原……』何て読むんだこの字、という字。〈日本語〉ロールしてみて。
森村　　　：あ、そんな難しい字があるんだ、うわーっ。
隅吉　　　：（しみじみと）達筆な人って、人類の敵だよね……。
井塚　　　：（ころころ）37成功。
キーパー　：『たい』っていう字ですね。『代官』の『代』に、下に『山』。
井塚　　　：ああ、『馬岱』の『岱』ね。（一瞬、全員沈黙）……ほら、三国志の*10。
キーパー　：……あ。そうか。
斉藤　　　：そんなん分かるかーーーーーっ！！（笑）
キーパー　：ただ、『代』の部分が『伐』になっている。恐らく書き間違えて使わなくなったのをメモに使ったと。
井塚　　　：ふうーん。 
　
更に左翼団体を調査し、ここは関係がなさそうだという結論に。 
また、社の周辺を聞き込みしたところ、夕方にドタンバタンという音を聞いたという証言と、 
この辺りではあまり見かけない労働者風の男を目撃したという話を掴みます。
　
キーパー　：ちなみに、そろそろ夕刊が届きます。『帝都を震撼さす大事件！　連続殺人事件か？』って見出しで、ショフェの事件の他に、神田で事件があったそうです。
隅吉　　　：（新聞をめくりながら）ほうほう。
斉藤　　　：あああ、もう時間がない！　ぐちゃぐちゃになる！　やめてー！！
キーパー　：『神田警察署は同一犯による犯行と断定』（笑）
森村　　　：だ、断定！？
キーパー　：『目下、調査継続中である。帝都の平安を揺るがすこの事件の早期解決を望む』
斉藤　　　：動くなお前らーーーーー！！（笑）
　
明治44年3月14日（火）夕刻　森村　帝大図書館にて
　
夕方から斉藤課員と森村学士はそれぞれ単独行動。 
別れて行動することは、斉藤課員はかなり渋っていたのですが、大学内なら大丈夫かなと。 
森村学士は、帝大の図書館で、福来博士の著作や研究内容について調べます。 
斉藤課員は浅草署に行き、岩原刑事から証拠品を見せてもらうことに。 
　
キーパー　：あなたは千里眼の論文を見つけました。彼の論によれば、千里眼などの能力は人間の能力の一部であって特段怪しげなものでもないし、訓練によって発現させることができるもの……かもしれない、と。
森村　　　：なるほど。
キーパー　：それと、藤という講師*11による、千里眼はペテンだという新聞のインタビュー記事もあります。帝大の理学部の人なんですけど、この人と福来さんが相当険悪な間柄であることは、理学部の人なら誰でも知っています。
森村　　　：有名なのね。
キーパー　：この藤っていう講師――注、実在人物です――は実験で妨害行為を行ったり、マスコミに千里眼はペテンだと帝大の公式意見みたいな形で発表会をして、千里眼を潰した人間みたいなんです。ことごとく状況を列挙して、これはこういうトリックだと……。
隅吉　　　：全てプラズマです。（笑）
森村　　　：それはねえよ！
キーパー　：『いやしくも帝大助教授の職にあるような者がこのような騒擾を起こし、同じ学籍にある者として慚愧に耐えない』とか、個人攻撃満載の記事が書いてあります。
森村　　　：うわーーーっ。
キーパー　：こんだけ書かれれば本当かどうか別として腹は立つわな、と。
　
明治44年3月14日（火）夕刻　斉藤　浅草署にて
　
キーパー　：（ジト目で）何の用なん？　みたいな態度です。……全員が。（笑）
森村　　　：うわーーーっ！
キーパー　：（仕方ないから設定変えよう）……ただ、岩原さんはそんなでもない。
斉藤　　　：じゃ、「一足違いで証拠を受け取ったという話を聞いたので、私にも見せてもらえませんか？」と。
キーパー　：「ああ、これですか。こんなの証拠でも何でもないですよ」と見せてもらえる。聞いた通り、卓上カレンダーを破ったような紙です。
斉藤　　　：ふむふむ。
キーパー　：「これで死刑にしろって言われても、ねえ」（笑）
斉藤　　　：これだけか。話。話なぁ……。えーっとね。ずーっと考えていたんだけど、ここでやることねえなあと思って。
キーパー　：逆に岩原さんが聞いてきます。「斉藤さんは本庁の方とか。あれですか？　本庁が動いているのは、神田の事件と関係があるからということですか？」
斉藤　　　：「関係……」……あ。どこから仕入れた！？
キーパー　：「いやあ、うちの出入りの記者がね、教えてくれたんですよ。本庁も酷いなあ、いっつも所轄を無視するんだから」（笑）
隅吉　　　：……そういうやり取りって、100年前から変わっていないんですかね……。（笑）
井塚　　　：変わらないと思うよー。うん。
キーパー　：「まあ、別に答えてもらわなくてもいいんですけどね」
斉藤　　　：「関連がありそうだから調べている、というところです。まだ調べ始めたばかりなんでね」
　
明治44年3月14日（火）宵の口　井塚＆斉藤　旭光社にて
　
調査を開始したその日の、夕方。 
浅草署を辞した斉藤課員は、アポイントを取っていた旭光社へ。 
ようやく井塚記者に会いに行きます。 
　
キーパー　：やっと会ったよ！！（笑）
井塚　　　：なんでこんなかかるんでしょうね、おかしいねー。
斉藤　　　：「本庁の斉藤と申しますけど、今回の事件で何点が確認したいことが……。調書は読んでいるんですが、まず現場を見せてもらっていいですか？」
井塚　　　：「ええ、はい」
キーパー　：じゃ、現場連れて行った。
斉藤　　　：「ここで社長……社長と思われる？」
井塚　　　：「そうですね」
キーパー　：あ、警察としては、社長断定。
井塚　　　：写真も見せたでいいですよね。聞きたいこと聞かれて、こっちも分かったこと全部話した。
キーパー　：封筒も？
井塚　　　：うん、それも。「それで、実は植え込みのところにあったんですが……」と話す。
斉藤　　　：「ほおう。これは新しい線ですね」これは調査してみる価値があるな。
キーパー　：あ、ちょっとアイディアロールを。
斉藤　　　：（ころころ）アイディアロールは、50成功くらい。80あるから。
森村　　　：うわーっ。すげえ。
キーパー　：見覚えがあるぞ、この字。
斉藤　　　：「何だこれ？　見覚えがあるな」
キーパー　：あの、浅草署で見せてもらったメモに似ているような気がする。
斉藤　　　：本当に！？
キーパー　：あ、話をして分かるのは、この2人も色々調べまくっているのは分かりますね。
斉藤　　　：なんか……まあ、いいや。「調査をしているようですが、こちらも色々情報が足りないんで、協力していただけますか」
井塚　　　：「そうですね。こちらも分かったら教えます。もしそちらも話があれば是非聞かせ頂ければと思っているんですよ」
斉藤　　　：「向こうの事件とこっちの事件は明らかに同一犯……」
井塚　　　：「みたいですね。死因が一緒ですし」
キーパー　：（井塚に）そちらとしては、所轄じゃなくて本庁が動いているよおい。本当にテロかもしれない、と思いながら。（笑）
井塚　　　：頭の中でこれはちと協力しておいた方がいいかなと。毒ガスか、左の奴らめ～！（素に戻って）……左、左って、さっきから怪しいな、おい。（笑）
森村　　　：私は関係ないからね！
　
斉藤　　　：やっと情報が共有できた！
井塚　　　：やっとできましたね～。
キーパー　：一日かかるとは思いませんでした。
隅吉　　　：でも、丸一日で合流しているんだからいいんじゃない？
斉藤　　　：ある意味、1日目で合流しているんだからね。
　
明治44年3月14日（火）夜　井塚＆斉藤＆森村　旭光社にて
　
斉藤　　　：だいぶ暗くなってきたよね。というか、とっぷり暗いよね。
キーパー　：これから飯時くらい？
井塚　　　：「腹減りましたね、何か取りますか」と。お金あるから。（笑）
キーパー　：『調査費』？
井塚　　　：『調査費』で、出前。カツ丼でー。で、3人で飯がっつきながら情報交換したくらいにして。
キーパー　：4人4人。
森村　　　：1人増えました。（森村学士は、大学の調査終了後に旭光社に移動、他の２人と合流しました）
井塚　　　：え？　……あ、ああ。ごめんアバター！（笑）
キーパー　：……。
斉藤　　　：やっぱり福来かな。福来行くしかねえだろ。
井塚　　　：奴が何撮ったか、っていう話ですね。
キーパー　：今日これから、夜はどうする？
斉藤　　　：昨日は徹夜じゃないけど叩き起こされているから、今日は寝ておいた方がいい。
森村　　　：ん～。仮眠取っただけだなあ。
井塚　　　：うちらもあれだもんね。
斉藤　　　：あーあ、看護婦さん合流したいなあ。（笑）
隅吉　　　：さ、ご飯食べて寝よーっと。（笑）
井塚　　　：えー。
キーパー　：俺、悪くないぞ。
井塚　　　：クトゥルフ難しいっすよね。どうやって積極的に事件に絡むんだっていう話になってしまいますからね。
キーパー　：身内に被害者出すのが精一杯だったよ！
隅吉　　　：んー……。
井塚　　　：メタな理由でもいいからさ、しょうがないから適当な理由でっち上げて合流しましょうよ。
隅吉　　　：分かりました。……では、次のシーンで合流します。 
　
結局、この日の夜はどこにも行かず、めいめい体力を回復するために寝ることにしました。 
　
　
幕間　悩ましい夜
　
斉藤　　　：この紙、犯人がここで走り書きしたの？　いつ？　おかしくない？
井塚　　　：一度、整理しよう。
　
13日のタイムテーブル
昼 須坂助教授、乾板を綿貫教授に返却
17:00 森村学士、綿貫教授よりカバンを渡され、使いを頼まれる
（綿貫教授、最後に目撃される）
18:00 社長、最後に目撃される
18:30 森村学士、ショフェ到着
20:00 ショフェで事件発生
20:30 井塚記者、社長の死体を発見
翌日10:00 森村学士と斉藤課員、綿貫教授の不在を確認
　
入手メモ一覧
［日付不明］
綿貫メモ 『福来助教授より電話　研究資料保管　安全な場所？』
綿貫メモ 『乾板の件　旭光社の旭山社長　金庫に預かってもらう』
　
［3月9日］
綿貫手帳 『旭山社長に電話連絡　資料乾板の一時預かりを依頼』
旭山メモ 『綿貫教授より電話　写真と乾板の保管依頼あり』
　
［3月13日］
綿貫手帳 『旭山社長に資料を渡す　旭光社訪問　→六時半　浅草　
ショフェに変更――森村君に依頼』
旭山予定表 『帝大の綿貫教授と面会　六時半　ショフェ　森村氏』
旭山メモ 『帝大綿貫教授→六時半　ショフェ　森村氏　浅草』
　
［犯行現場遺留品］　※同一筆跡、社長・旭光社社員・綿貫教授の筆跡にあらず
ショフェ（旭光社の卓上カレンダーの裏）
『しょふぇ　カフェー　浅草　もりむら　六三〇　カバン――かわ』
旭光社（封筒端切れ）
『神田某～～（旭光社の住所）』　『旭光社　金庫？』
　
井塚　　　：ショフェにあったメモは、社長を殺った後に書いたのかなあ。
斉藤　　　：なんでここ（社長室）のメモなの？　いつ書いたの？　誰が？
井塚　　　：誰といったら、犯人？
隅吉　　　：社長のホワイトボードには、『革のカバン』っていう言葉はなかったんだよね。このメモだけだよね？
井塚　　　：うん、場所と誰それっていう話だけだったはずですよ。
隅吉　　　：それに、あれを見て写したなら、『もりむら』は漢字で書いたはずだしね。
森村　　　：普通はひらがなで書かないよねー。
隅吉　　　：『ショフェ』もひらがなだし、これたぶん、見て写したんじゃなくて、耳で聞いた音を書き取ったものなんですよ。だから、ここに電話があれば犯人もありなんですけどね。電話ないんですよねー。
キーパー　：ないよ。
森村　　　：電話の盗聴って、できるのかな。
キーパー　：盗聴はないと思うけどねー。
井塚　　　：無線ならともかく、有線の盗聴ってなかなかあれだよね。
キーパー　：……何にこだわっているの？
隅吉　　　：岩原さんに渡したメモの、前後の状況の説明がつかないんですよ。
キーパー　：ああ。それは分からないねえ。（笑）
　
……結局、このメモの謎は最後までわからずじまいでした。 
正解は、『旭山社長を拷問し聞き出した内容を犯人が書き取ったメモ』。 
結局、セッション中ではわからずじまいでした。 
プレイヤー一同、旭山社長は不意打ちで溶かされたと思いこんでいたのが、推理ミスの原因かと。 
　
第四章　手詰まりと手がかり
　
明治44年3月15日（水）朝　井塚＆斉藤＆森村＆隅吉　旭光社にて
　
キーパー　：さて、今日は3月15日です。
斉藤　　　：一応、昨日決めておいたことをやろう。……で、昨日決めておいたことって何。
森村　　　：福来助教授の家に行くんじゃないの！？（笑）
井塚　　　：それと、『柳原』さん。
隅吉　　　：あ、合流処理だけ先にしちゃっていいですか？
斉藤　　　：どうやって？　いいよ。
キーパー　：何をするんですか？
隅吉　　　：まず、斉藤さんに連絡を取って、会いに行くなり会わせてもらうなりします。
キーパー　：斉藤の行き先は……本庁？
斉藤　　　：本庁には言っておくよ。自分の居場所っていうのは。
キーパー　：じゃ、経由、経由で電話がくる。こういう電話が来たよと。
斉藤　　　：「はい、何でしょうか」
隅吉　　　：「あの、唐突で本当に申し訳ないんですが……。森村さんって、まだ一緒にいるんですよね？」
斉藤　　　：「ああ、もちろん」
森村　　　：というか、後ろにいるんですけど！
隅吉　　　：「捕まっていないんですよね？」（笑）
斉藤　　　：「いや、犯人じゃありませんから」
隅吉　　　：「そうですよね。……あのですね、唐突ですが、森村さんと行動を一緒にしたいので、斉藤さんと一緒にいたいなぁ、と思うわけです」
斉藤　　　：何故！？
隅吉　　　：「っとですね、あの新聞記事を見てユキちゃんが本当におかしくなっちゃって。どうして犯人がそこにいるのに捕まえないんだと」（爆笑）
森村　　　：うるさいよーーーっ！
キーパー　：その前に、新聞見せたんかい！
隅吉　　　：自分で見たんですよー。「旭光社の事件も知ってしまって、どうしてこんな犯罪人が野放しにされているんだ、今すぐ私がこの男の首根っこ掻っ切ってやる」と。（笑）
斉藤　　　：すさまじいまでのでっち上げだ！（笑）
森村　　　：おい、こら！　こらーーー！
キーパー　：……採用。（笑）
隅吉　　　：「ねばねばをきれいにするには根元から断たなければ、以下略、とのことで……。私、ユキちゃんを宥めるために、私が彼をどうにかすると言ってしまったんです。まさか本当にそんなことをするわけにもいかないので、捕まえるために森村さんを監視するという形を取っておきたいなと……」
キーパー　：……苦しい。
斉藤　　　：苦しいけど、まあ……。はい。了解、採用。（笑）
キーパー　：じゃ、もう全員が合流した。
隅吉　　　：あ、森村さんを疑っていることは態度には出しません。「よろしくお願いしま～す（はぁと）」
森村　　　：私はもちろん、君を不審の目で見ているよ。
キーパー　：電話の内容は知らないはずなんで、不審の目では見れませんって。 
　
というわけで……やっと、やっっっと、全員が合流しました。 
今日の行動方針を改めて話し合った結果、 
森村＆隅吉組は福来助教授について調べ、斉藤＆井塚組は柳原氏について調べることに。 
　
　
明治44年3月15日（水）午前　森村＆隅吉　福来邸前にて 
　
福来助教授は大学の研究室には顔を出しておらず、研究室の学生の姿もありませんでした。 
あれこれ考えた結果、森村＆隅吉組は福来助教授の自宅に行くことに。 
　
キーパー　：この辺は閑静な、よさげな住宅街。結構いいところ。おハイソな地域。
森村　　　：ぴんぽーん。
キーパー　：福来助教授の家ですが、面倒臭いので（『クトゥルフと帝国』を出して）この邸宅の例を使います。10年くらい経つと『文化住宅』と呼ばれるような割といい家。書生さんが2人くらい、女中さんが2、3人くらいいるでしょう。洋風と和風建築折衷で作っています。
森村　　　：普通は誰かいて、主人の留守を守っているんだよね。
キーパー　：普通はいると思うんだけど、誰も出ないね。
森村　　　：隣の人に、「どなたもいらっしゃらないですけど、ご旅行なんですか？」と。
キーパー　：それしか訊かないと、「あんた誰？」って顔される。どういうふうに訊くかいってください。
森村　　　：同じ大学の講師で、と名前は普通に名乗る。「教授のお使いで福来助教授を訪ねてきたんですけども」、と。
キーパー　：「それは残念でしたね。数日前から出られて留守みたいですよ」
森村　　　：「そうなんですか。ちなみに皆さんですか？」普通だったら、こんなでっかい家なら誰かいるでしょう？　みたいなニュアンスで訊いてみる。
キーパー　：「そうでしょうね。私、数日前に奥さんと子供さんと」――子供さんいたかな、まあいいや――「ご本人で旅支度をして出かけたのを見て、挨拶しましたからね」
森村　　　：なるほど。それってちなみに何日とかっていうのは……。
キーパー　：「4～5日前だったと思うけど、もっと前だったかな。ごめんなさい、そこまで覚えていないわ」
森村　　　：「いえいえ、分かりました。いや、これだけでも大変助かりましたよー。私も帰って教授に報告しないとなー」と言いつつ帰る。報告すべき人はいないけど、うん。
 
なおも聞き込みをしましたが、福来助教授の周囲の評判はよく、温厚篤実な人物とのこと。 
怪しい行動や言動などは見つけられませんでした。 
行き先は岐阜の実家のようですが、戻ってくる期日は分からずじまい。 
　
斉藤　　　：もういいよ、ここは。忍び込むしかない。
隅吉　　　：いつもの悪い癖が。（笑）
斉藤　　　：だって〈鍵開け〉持っているし、〈忍び歩き〉持っているし。
森村　　　：あ、そーなんだ！
斉藤　　　：でも一日遅れたね、たぶんね。
　
　
明治44年3月15日（水）午前　井塚＆斉藤　警察・旭光社・区役所他にて 
　
『品川』に住む『柳原』という人物の身元を調べる2人。 
紳士録や犯罪記録を調べまくりますが、見事に〈図書館〉ロールに失敗しまくり。 
区役所に調べに行った中富記者も〈信用〉ロールに失敗し、情報を出してもらえず。 
斉藤課員が改めて区役所に出向き、警察手帳をひらひらさせながら情報供与を要求します。 
　
井塚　　　：実は『やなぎはら』ではなく『やなばら』になっていた。（笑）
隅吉　　　：読みが違う扱いになっているから、同一人物と認識できていない？
森村　　　：年金問題だ、年金問題。
キーパー　：（すげえ時事ネタ）品川の区役所に電話をして戸籍を調べてもらう？
斉藤　　　：はい。
キーパー　：……いますね。某という場所に『柳原　岱三』という人が住んでいて、住所も分かります。で、彼に関する情報を、何でもいいから訊くんですね？
斉藤　　　：そうそう。家柄とか。
森村　　　：どんな人、ってやつね。
キーパー　：資産家。最近はやりの高等遊民というやつですね。
森村　　　：成金だ、成金。
キーパー　：親父さんが金持ちで、要は働かないで財産で食べている、いい御身分の方です。
斉藤　　　：なるほどね。
キーパー　：さすがにそれ以上は……。
斉藤　　　：もしうわさとかあれば聞きたいけれど、それは無理だろうね。
キーパー　：区役所では無理だろうね。逆に言うと、区役所がこいつやばい奴だとか、そういうのはない。
斉藤　　　：了解です。「ご協力ありがとうございます」
　
　
明治44年3月15日（水）午前　森村＆隅吉　藤理学士宅にて 
　
一方その頃、森村＆隅吉組は……。打つ手に困っておりました(笑)。 
わずかな手がかりを求めて、福来助教授の反論記事を話したという藤理学士に接触。 
手に入れた写真を見せて、どんな念写によるものなのかを突き止めようとしますが……。 
　
キーパー　：……（ここに来るとはまったく予想してなかった……）。（汗）
森村　　　：「見て頂きたいのはこの写真なのですけども、これ何か分られませんかね」と。
キーパー　：あからさまに馬鹿にしたような顔になる。「君ももしかして、『念写』とかいうものを信じているクチかね？　こんなものはペテンだよ。いやしくも帝国大学にいるような者がこんなものに騙されて……」
森村　　　：「エセですか、やっぱり？」
キーパー　：「エセだよ。写真乾板に当て物をして感光させればできるじゃないか。見てみたまえ、この字を。これは明らかに紙を切り抜いて光を当てたものだよ、馬鹿馬鹿しい」プラズマだよ(笑)。
隅吉　　　：その辺は聞き流しつつ、この2枚に対しても藤さんは念写写真と見なしてしゃべっているかを確認。
キーパー　：うん、3枚とも。
隅吉　　　：3枚ともね。了解。
キーパー　：……どうしようかなあ。〈心理学〉振ってみて。
隅吉　　　：（ころころ）92。
森村　　　：（ころころ）07。
キーパー　：話をしていて思うのは……。何て言うかな、怪しいというわけではないんだけど、強弁している感じ？　つまり、念写が本当かどうかではなく、念写はとにかく偽物なんですよ、という。つまり、結論は先にありき。そんな感じを受けます。
井塚　　　：ま、こういうのは証明のしようがねえわけですからね。
隅吉　　　：社会に対して一度言い出すと、引っ込みがつかないんですよね……。逆に言うと、福来助教授も引っ込みがつかなくなっているわけですが。
キーパー　：はい。この2人、引っ込みがつかなくなっています。
森村　　　：じゃ、丁重に引き取ります。
斉藤　　　：この写真が、世間一般的には念写と呼ばれるものであるという確認はできた。
隅吉　　　：そうですね。そして、藤さんに見覚えがないということは、未発表のものなんでしょうね。
キーパー　：もし福来教授のものであれば、そうかもしれない。
　
　
明治44年3月15日（水）昼　旭光社にて
　
一旦旭光社に集合して（いつの間にかここがたまり場になっている）、情報交換しがてら一休み。
午後からは全員で柳原邸に行こうか、という話になりつつある頃。 
　
キーパー　：今、全員いるんだよね。写真を見る人は〈目星〉振ってみて。振らないなら振らないでいいです。
森村　　　：そしたら、やめとく。
キーパー　：では、森村さんは写真を見なかった。（他の人の結果を確認して）斉藤さんは気づかず、あとの2人は違和感を感じますね。2枚目の写真です。
森村　　　：これ？　これ？　これ？　丸がいっぱいのやつ？
キーパー　：おぼろげな記憶なので本当にそうなのか怪しいですが、球体の位置が変わっていないか？　これ。
斉藤　　　：は？
隅吉　　　：……。目をこしこし。じーっ。
森村　　　：疲れているんだよ。疲れ目だね。ブルーベリーがいいよ！
キーパー　：さっき見たのと違う……。丸がでかくなっている？　みたいな印象があります、SANチェック。（笑）
隅吉　　　：うわーっ！（ころころ）成功。
井塚　　　：（ころころ）失敗。
キーパー　：失敗した人は何ともいえない不安に襲われ、SAN値を1失います。あなたはSAN値が減るほど不安にはなりません。
井塚　　　：「……なんかおかしくねーっすか？　この写真」
斉藤　　　：「そんなことないだろう。不安だったらこの写真、絵に描いておこうよ」
キーパー　：……（何故そこまでハマリの道を歩む？）。 
　
と、写真をトレースしたり、写真を写真に撮ったり、じっと見て覚えたり、 
写真に対して急に態度が改まる探索者達。 
ちなみにこの時撮影した写真は真っ黒に感光しており、現像できませんでした。 
　
　
第五章　光明あらわる
　
明治44年3月15日（水）昼　柳原邸にて
　
井塚　　　：家構えはどんな感じですか？
キーパー　：なかなか。洋風な、洒落た雰囲気。
森村　　　：お金持ちーな家だねー。金かかっているねー。
隅吉　　　：一間分けてもらえれば、入院スペースに使えるのに。
斉藤　　　：君ら待っててくれる？　話聞くだけだったら、絶対個人で行く方がいい。
キーパー　：（周辺で聞き込みしないの？）まあ、どうでしょうねえ。いきなり行くわけね？
斉藤　　　：いきなり行くよ。いいよもう、警察だもん。
　
あとの3人は待機し、斉藤さんだけが館に入ります。警察手帳をひらひらさせつつ。 
　
キーパー　：応接室に通されて、本人と覚しき人が出てくる。　小柄で、小太りで、中年です。普通はこの時代、家に帰ると和装に直すんですけど、この人は洋装。……で、片手にパイプ。
斉藤　　　：ほおーう。
森村　　　：洋風かぶれだ！
斉藤　　　：ここは敵側だと思うんだよ。だから、言い方を気をつけないといけない。
森村　　　：殺されるんですか。どきどき。ひえー。
井塚　　　：こいつの何かの趣味が高じた結果、乾板に何かが乗り移って、よからぬことを巻き起こした？
隅吉　　　：それでもまだ、流れが分からない部分があるけどね。
斉藤　　　：いきなり核心の話をするのも……いいかねえ。出してみるかなあ。
井塚　　　：旭光社の社長の名前は出していいと思います。それを出さないと、どうしてという話になってしまう。
斉藤　　　：俺、人物の観察できない（〈心理学〉持ってない)んだよね。一緒に来てもらえばよかったかなあ。
隅吉　　　：同行するなら私でしたね。来たことにしましょうか？
キーパー　：駄目です。（笑）
斉藤　　　：失敗したなー。
キーパー　：向こうは、警察だと言うので丁寧に対応します。何しに来たのかなという感じ。
斉藤　　　：「取り調べというわけではなく、ただお話を聞きたいことがあるんですけど、旭光社の社長と交友がおありですか？」……で、よーく見るよ。観察するよ。
キーパー　：〈心理学〉、振ってください。
斉藤　　　：うん。ないんだけどね！　一応、20％振ってはいるんだけど。
森村　　　：頑張れ！　頑張れ！
斉藤　　　：（ころころ）駄目。25失敗。
キーパー　：うーん。見た目通りに見えますね。「すいません、存じませんが」
斉藤　　　：「そうですか……」……ちょっと待ってね。本人はタイムラグないからちょっと待ってね。（笑）
キーパー　：「私と何か関係があるんですか？」と逆に訊かれます。
斉藤　　　：「今調査している件の中で、あなたの名前が書いてある封筒を見つけたんですよ」
キーパー　：彼はパイプをかたんと置いて、（両手の指を組み合わせながら）手を組んで、「面白いですねえ！　事件みたいですね！」と。
森村　　　：事件だから来ているんだよ！　何じゃこいつは。
キーパー　：（相手は今言われるまでそれ、知らないし）「どんな事件なんです？」
斉藤　　　：どうしようかな。……反応見るために見せようか。「こんな封筒なんですけど、この字に見覚えはありますか？」と。
キーパー　：「……私の名前ですね。書き間違っているようですが。ちょっとお待ちくださいよ」と中座して、状差しを持ってきます。どーんと持ってきて、「えーっと……」……としばらく探して、「これですかね」と出してくるのが同じような封筒。
斉藤　　　：ほう。
キーパー　：確かに彼の名前が書いてあって、言われてみれば似ているかなあという字です。差出人名は『渡辺化工』。住所は本所……（地図を示しながら）この辺。ここはこの当時工業地帯なんですね。
斉藤　　　：ほう。「失礼ですが、内容を聞かせて頂いていいですか」
キーパー　：「いいですよ。私、化学実験の趣味を持っていまして。これがなかなか楽しいんですよ。あなたも一度どうですか？」
斉藤　　　：……（おざなりに）「ああそうですか、今度やってみます……」（笑）
キーパー　：「それで、化学実験の材料をたまに買うんですが、これはその請求書ですね」
斉藤　　　：それだけの話か。それだけの話？
キーパー　：「それで一体、どんな事件なんです？」と、興味津々。（笑）
斉藤　　　：「極秘で調査しておりますので、分かったらお教えします」
井塚　　　：この人の学歴ってどのくらいなんでしょうね。帝大出とか？
斉藤　　　：じゃ、聞いてみよう、世間話で。「化学の実験をされているということは、どこかの大学を御卒業されているんでしょうかね？」みたいな感じで。
キーパー　：そうすると、相好を崩して話しはじめます。（笑）
森村　　　：自慢話をしてくれるんだろう。
キーパー　：高等遊民なので、大した学力なくても金があれば行ける大学をそれなりに出てはいるようです。「……化学実験にはまったのはつい最近で。イギリスでですね、コナン・ドイルという人物が、探偵を扱った小説*12を発表しているんですよ」
隅吉　　　：あーっ、それで洋装にパイプなんだ。
キーパー　：「その主人公が化学実験が趣味なんですがね。これが面白いんですよ～」
斉藤　　　：なるほどね。……こいつは黒じゃねえな！（笑）
キーパー　：いかに化学実験が面白いかを目を輝かせて滔々と語ってくれますが、たぶん耳からスルーなんでしょうね。
隅吉　　　：……。ホームズは、そんな楽しみ方をしていないと思うんですが……。
キーパー　：それは読者の勝手な楽しみなので。（笑）
隅吉　　　：この人は封筒の書き間違いであって、それ以上でも以下でもないと。本筋は渡辺化工。
斉藤　　　：だね。だけど……ま、いいか。ここはいいや。おいとまします。
　
明治44年3月15日（水）午後　旭光社・役所にて
　
斉藤　　　：これ福来じゃねえな、渡辺化工だな。会社情報ってどうやって調べる？　ハローワークもねえし、ホームページもねえし。
キーパー　：区役所の登記？
井塚　　　：*13商用登記簿謄本か何か？
斉藤　　　：やっぱ役所になるんだな。 
　
結局、『渡辺化工』については、役所の登記簿を調べました。 
　
キーパー　：渡辺化工は、隅田川東岸の工業地帯にある化学工場です。事業内容は化学薬品の製造・販売。船を使って外国からの輸入などもする、そこそこの会社。
森村　　　：ふうん。結構おっきいんだ。
キーパー　：起業したのは30年くらい前。当時の社長が渡辺元吉といいます。最初の規模は50人くらい。一年ほど前に息子の渡辺浩之が後を継いでおり、社員数約100名で登記更新してあります。
変わっていなければの話ですが、社長の住所は会社と同じなので、会社と併設で家があるのではないかと。
あと登記にありそうなのは、5年くらい前、敷地内に宿舎――社員用のアパートみたいなもの――と、体育館を建てていること。
斉藤　　　：ふうん、全部中にあるんだね。選択肢が増えるじゃん。
　
明治44年3月15日（水）午後6時頃　旭光社にて
　
キーパー　：今日の調査はこんなもんだね。夜からはどうする？
斉藤　　　：さあて、どうしようかなー。福来行かなくていいよね？
隅吉　　　：優先順で言うなら、渡辺化工が先ですね。
斉藤　　　：だよね。
隅吉　　　：福来助教授にしろ綿貫教授にしろ、この乾板に対する危機感が薄すぎるんですよ。現像頼んでみたり、森村さんに託してみたり。
斉藤　　　：たぶん、本人達はただの研究成果だと思っている。渡辺化工側は、そこに映ってはいけないモノが映っていると知っている。
井塚　　　：で、それを知った人間を殺さなきゃいけないと。
斉藤　　　：だから渡辺化工潜入捜査がいいんじゃないかと思うんですけど、どうでしょう。 
　
あれこれ相談した結果……。 
　
井塚　　　：うちの社長がやられたのは、例の乾板を持っていたからだと思うんですよ。だから、キーは乾板なんですよね。
隅吉　　　：そうなると、やっぱり福来助教授の研究を見たいですね。最新の研究内容が関わってきそうだし。
斉藤　　　：福来も一応行っておく？　そうしたら、渡辺化工に行くのは明日になってしまうけど。しかも夜。
隅吉　　　：大丈夫、時間はあります。6時に大学が閉まるなら、8時から朝8時までは斉藤タイムです。（笑）
森村　　　：こき使う気満々！
　
　
第六章　潜入と遭遇
　
明治44年3月15日（水）午後9時半　福来邸にて 
　
大学が閉まってすぐ、斉藤さんが単独で福来助教授の研究室に潜入しましたが、 
これまでの調査の裏付け資料＋α以上の結果しか出てこず、撤退しました。 
　
斉藤　　　：福来の自宅も行ってみる？　ただ、どこかに行っているならもう全部持ち出していると思うけどね。
森村　　　：一番重要なものは取られていると思うし。
キーパー　：これから行くんですか？
斉藤　　　：うん、今日頑張るよ。斉藤タイムまだ続くよ～。（笑） 
　
相談した結果福来邸は全員で行った方が安全だろうという結論に達し、 
中富記者を車に残して、4人で侵入することに。 
塀を越えて内部に潜入し、縁側に面したガラス戸をこじ開けて忍び込みます。 
　
森村　　　：しくしく、怖えなあ。しんがりやばそうな気もするけど。
キーパー　：たぶん、書斎は2階ですね。
森村　　　：上る。
隅吉　　　：きしっ、きしっ、きしっ。
キーパー　：懐中電灯の細い灯りを頼りに行きます。
森村　　　：うわーっ。
キーパー　：そろそろと進んで行きます。この廊下の脇には真ん中に硝子がはまった障子戸がありますが、覗いてみても真っ暗で人の気配はない。
森村　　　：気配があったら怖いよねー。
キーパー　：まっすぐ行く、でいいですか？
斉藤　　　：うん、突っ切るでいいよ。
キーパー　：中に入る。懐中電灯で足元を照らしているんだよね？　そこに現れたのは、足袋。
斉藤　　　：え？
キーパー　：……に、包まれた足。
森村　　　：どういうこと？
キーパー　：つまり、灯りの範囲狭いよね？　そこだけ見えた。
斉藤　　　：やっぱそうか！　絶対そうだと思ったんだよな、ここは。完全にいないか、全員死んでいるか。
隅吉　　　：え、どうしてそうなるんですか。旅行じゃないってこと？
斉藤　　　：全員いないならここは来る意味がなかったんだけど、いるならここは重要拠点だわ。死んでるな、と思いつつ上の方まで灯りを動かす。
……あ、小さい声で「たぶん、人、死んでいるから驚かないでね」と。
森村　　　：心の準備ができました。
キーパー　：女物の和服姿で、板敷きに寝っ転がっている。顔まで照らすと、目玉びよーん舌べろーん頭部べこーん。
斉藤　　　：べこーん！？
キーパー　：鈍器撲殺って感じですかね。女中かな。服装はあまりいいものじゃない。
斉藤　　　：使用人はいたのか。
キーパー　：死体があるのは、事前に聞いていたんだよね。SANの減りを減らすか。成功すれば減らない。
隅吉　　　：正気度チェックいきまーす。（ころころ）成功～。こんなところで悲鳴なんて上げたら大変です。
森村　　　：（ころころ）71、成功です。よかったー。
キーパー　：全員減りませんでした。
森村　　　：なんでこんなところに。死んでどれくらい？
キーパー　：調べますか？
隅吉　　　：そろそろと前に出てきて、てきぱき調べます。
キーパー　：何を調べるのか知らないけど〈医学〉チェックだね。
斉藤　　　：死因と死亡推定日時。
隅吉　　　：（ころころ）18成功。
キーパー　：棍棒とか木刀といった重たいものでガツン。正面から、恐らく一撃でしょう。血がこびりついています。腐っていないから最近死んだ……せいぜい4～5日。鑑識じゃないからそっち系の知識はない。
隅吉　　　：……何で私、こんなところで死体とこんにちはしているんでしょう……。病死体は見慣れていますが、変死体は数えるばかり。
キーパー　：とりあえず、ここからどうするか。
斉藤　　　：まず第一目的である書斎に。
隅吉　　　：「ごめんなさい失礼します」といいながら死体の横を通り抜けて行きます。
　
キーパー　：階段に着いた。周囲を警戒していないはずがないよね。
斉藤　　　：はい。もちろん。かなり警戒しています。
森村　　　：だってここ、死体、死体、死体あるんだよ。死体。
キーパー　：では、足音忍ばせているね？　全員〈忍び足〉と〈聞き耳〉チェックを一応。
隅吉　　　：（忍び足に技能％なんて割り振っていない）〈忍び足〉なんて飾りです！（ころころ）6％失敗。
井塚　　　：偉い人にはそれが分からんのです！（ころころ）失敗。
斉藤　　　：やっぱり1人で来るべきだったか。（ころころ）……ごめん、俺が一番悪いかも。（笑）
森村　　　：（ころころ）いや、私が一番失敗。〈忍び足〉なんてないよ。
キーパー　：（さすがだ、みんな）そろそろと歩いて行くと、階段の3段目くらいでギギッと音を立てたバカがいる。
森村　　　：ああ。踏んだ踏んだ。何か踏んだ。
隅吉　　　：「びっくりさせないでくださいよー！」と言いつつ、そーっと上を伺ってみたり。
キーパー　：もうちょっとで踊り場です。さっき、〈聞き耳〉に一番成功したのは？
隅吉　　　：私、36成功です。
キーパー　：あなたの耳には、うーん、気のせいかな？　上の階から呻き声？
隅吉　　　：「（ひそひそ声で）呻き声が聞こえますー」
井塚　　　：（銃を構える仕草をして）じゃきっ。（笑）
斉藤　　　：（同じく、銃を構える仕草をして）じゃきっ。
キーパー　：（早っ！）武器が出ましたよ！　2人で行く？
隅吉　　　：動かないでここで待ってます。
キーパー　：ここは窓がないですから、懐中電灯を持っている人と別れると真っ暗になります。いいですね？
斉藤　　　：あー……。じゃ、一緒に連れて行くわ。暗闇は危険。
隅吉　　　：行くも地獄で待つも地獄だよ～。（笑）
キーパー　：踊り場まで来ると、確かに何かが聞こえる。
斉藤　　　：それは、人が苦しんでいる声？
キーパー　：呻き声のようです。階段の向こう側がぼんやり明るい。こっちの灯りもそろそろ向こうから見える可能性があります。
斉藤　　　：行くしかないでしょう。
森村　　　：灯りは？　あっちにも灯りあるよ。どうする？
キーパー　：灯りが差し込んでいるんで、ここから先は消しても何とかなるよ。
隅吉　　　：じゃ、こっちの灯りは私が受け取ってここで待つ。
森村　　　：我々は後ろを警戒していましょう。
キーパー　：2人は踊り場にいるんだね。斉藤さんと井塚さんが2階の床が目の高さに見えるところまで行くと、前方の扉がわずかに開いていて、そこから電気らしい光が漏れています。
斉藤　　　：どうやって入ろうか。扉開ける時合図するから、自分は右を見るからあなた左を見て。
井塚　　　：そ・れ・だ。
斉藤　　　：怪しい者がいたら、発砲を許可します。（爆笑）
キーパー　：発砲ですか！？（笑）
斉藤　　　：攻撃する気配があったらね。誰かが立てこもっていて、人質を取られている可能性を考慮して動いています。
キーパー　：2人で行って、両側の扉を開けて、とにかく入る？
隅吉　　　：（ぼそりと）扉を蹴り開け躍り込む。
井塚　　　：やることはいつもと変わらないんじゃー。（笑）
キーパー　：（ころころ）今日、調子いいな。……あなた達がそーっと近づいて扉をばっと開けようとした矢先に、扉がバーンと蹴り開けられて、男が2人飛び出してくる。
森村　　　：えー。工業用の服着ているのかな～。
キーパー　：飛び出してきたのは大男が1人と小柄な男が1人。大柄な男が包丁を、小柄な男は匕首を持っています。
森村　　　：うわーっ！
キーパー　：2人の持つ獲物には乾いた血がこびりついています。目が爛々と血走って、舌なめずりしたくらいにして。
森村　　　：イッちゃってますねー。
キーパー　：扉のこっちにもう１人いるのがちらっと見えるが、木刀を持っているようです。中年の男の声で「阿部！　江尻！　そいつらを殺ってこい」と。……はい、戦闘です。
　
キーパー　：では1ラウンド目いきます。そっちのDEX、最高11だったよね？　じゃ、まず部屋の中で『バカッ！』という何かぶっ叩いた音がして、呻き声がぴたっとやむ。
森村　　　：はあっ、人質！　人質が死んだ！
キーパー　：奥に向かって歩いて行く音がする。次、 DEX13で2人が同時に動く。大柄な男から斉藤さんに（ころころ）06で当たったよ。
斉藤　　　：〈回避〉できたよね？
キーパー　：〈回避〉できます。〈受け〉でもいいけど。
斉藤　　　：（ころころ）ダメージください。……耐久力11しかない。（笑）
キーパー　：（ころころ）4点。追加ダメージの方が多いから、引っかかった包丁を無理矢理ぐりっとした感じ。かなり痛いです。
森村　　　：うわーっ。
キーパー　：小柄な方は井塚さんに（ころころ）匕首が命中。
井塚　　　：14％で〈回避〉……（ころころ）駄目だ、当たりです。ダメージください。耐久力14点なんだね。
キーパー　：（ころころ）6点。大怪我。匕首が、武器を持っていない方の腕にズブッと。
森村　　　：うわ、痛そう！
斉藤　　　：ぴーんち！
　
キーパー　：次の発砲の前に、ドアが開いた音がする。
斉藤　　　：あ、逃げられる。今度こそ逃げられる！　銃撃ちます、（ころころ）貫通。
隅吉　　　：うわ、貫通出るまでにルール調べておくつもりだったのに……あ、項目見つけた。えーと、『通常のダメージのロールを2回行ってください』って書いてある。
斉藤　　　：はーい。（ころころ）5点と7点だから12点。
キーパー　：脳みそぶちまけ状態で倒れた。6点だったんですよ。銃で死んだよ……。
斉藤　　　：銃、ダメージすごいな。 
　
ダメージもさることながら、ラウンドに3発撃てる銃は、ものすごく凶悪だと思います……。
まあ、殺傷力が強い反面、深夜の住宅街に銃声を響かせることになったわけですが。
井塚記者が続く銃撃でファンブルを出し、銃がJamったものの、斉藤課員の次弾は8点。
2人とも、1ラウンドで沈んでしまいました。 
　
キーパー　：……殺しちゃったよー。
斉藤　　　：ダメージ行きすぎちゃった。
井塚　　　：……情報出ないねえ。
キーパー　：こいつらしゃべらないんだ。即死だもんね。即死だから……台詞出ない。（笑）
斉藤　　　：ごめん！　ごめん！（笑）
隅吉　　　：ちょっとだけ黄泉の淵から帰っておいでよ。一言だけしゃべるために。
キーパー　：じゃ、脳みそをぶちまけられる前に小男の方が一言だけ・・・・叫びます。「いあ！」
全員　　　：…………。（笑）
隅吉　　　：そんなの言わなくていいよ！！（笑）
森村　　　：聞きたくない！　聞きたくない！（笑）
隅吉　　　：ま、まあ、たぶん死に際の奇声にしか聞こえないでしょう。
斉藤　　　：「はあ？」って感じだね。中に躍り込んで状況確認。
キーパー　：そこが書斎なんですけど、そこそこ雑然としています。書類が散らばっていて、本棚は倒れていませんが中身がぶちまけられている。ベランダに向かうドアが開いており、もう人影はないですね。ただ、部屋の中央に、猿ぐつわをされて頭から血を流してぶっ倒れている人がいます。
森村　　　：見覚えありますか？
キーパー　：見覚えはないんですけど、まだピクピク動いています。（笑）
隅吉　　　：「もう大丈夫です、助けに来ましたよ！」と、〈応急手当〉を。（ころころ）成功。
キーパー　：はい。1d3点だっけ、回復。
隅吉　　　：（ころころ）2点。
キーパー　：脳漿ぶちまけ状態の人もいるので、後から来た2人はSANチェックしてもらいましょうか。頭半分ないんで……。
森村　　　：うわーん。（ころころ）あ、39だから大丈夫。
隅吉　　　：（ころころ）成功です。でも、もうここ嫌だぁ。
キーパー　：ここ住宅地なので、早晩騒ぎになるよ。
森村　　　：すぐズラかった方がいいね。
キーパー　：深夜の殺人事件で、しかも銃だよ……。ちなみに死体が着ているのはツナギみたいな、労働者の衣服。
井塚　　　：なるほどね。こいつらか。 
　
隅吉看護婦は、怪我をした井塚記者と斉藤課員に応急手当をします。 
その後、助け出した男を抱え、怪我人組が旭光社の車で、 
怪我がない隅吉＆森村は円タクを拾って旭光社に戻ります。 
　
　
明治44年3月15日（水）午後10時　旭光社にて
　
森村　　　：「何がどうなっているのか教えて欲しい。まず、あなたはどなた？」
キーパー　：彼は、助けてもらったのは何となく分かるのでお礼を言って、「私は私立探偵の前原と言います」と。
森村　　　：は？　私立探偵？
キーパー　：で……どうすればいいんだろう。
斉藤　　　：なんであんな事態になっていたのかを教えて欲しい。
キーパー　：「実はですね、私、あそこの御主人に依頼を受けて、東京まで来て調査をしとったんですよ」……出鱈目岐阜弁でごめーん。
井塚　　　：脳内で変換しますよ。
森村　　　：岐阜の言葉なのね。岐阜は名古屋の植民地*14なんだよー。
キーパー　：「ここの御主人は悪質な嫌がらせを受けていて、それで色々調べていたんですよ。そして、あそこの家に行った時に不審な男に襲われて、この通り」
井塚　　　：下にあった女性の遺体は？
キーパー　：その人は知らない。というのは、合い鍵で玄関に入ったところでガツンだった。
森村　　　：見る暇もなし。
キーパー　：なので、別な部屋に行っていないんです。
井塚　　　：あの3人は何か言ってた？
キーパー　：朦朧とした頭で聞いていたのでよく分からないのですが、「やっぱりいないか」「しかも勘づかれた」と。でかい奴が阿部、小っちゃいのが江尻――もう死んでいますが――もう1人は『工場長』と呼ばれていたそうです。（笑）
森村　　　：『こうじょうちょう』！
斉藤　　　：それは決まりだろう！
キーパー　：「ところで、あなた方は？」
斉藤　　　：「ああ、申し遅れました」……いいよね、別に。「私こういう者で、変死事件が最近ありまして、その調査をしています」
キーパー　：「はあ」という顔ですね。「どういう話なんです？　もしかしたら知っていることがあるかもしれない」
斉藤　　　：うーん。この人なら大丈夫かな？
井塚　　　：いいと思いますよ。
斉藤　　　：写真見せようか。「この写真の行方が、その事件に絡んでいるんですよ」
キーパー　：「ああ、これはあれですね、念写の写真ですね。なら知っていらっしゃいますね。私の依頼主は帝大の福来さんだということは」
斉藤　　　：「はい」
キーパー　：「なら話は早い。千里眼事件はご存じですね？　あの後、福来さんは身の危険を感じるような嫌がらせを受け始めました。その中に『研究成果の乾板と写真を渡さないと殺す』という物騒な脅迫状まで混じりだしたんです」
隅吉　　　：それは分かっていた内容とかぶる。知りたいのはその先です。
斉藤　　　：いや、乾板云々までは話を聞いていないよ。今回初めて。
隅吉　　　：ああ、内容が微妙に違うんですね。
キーパー　：警察にも届けたんだけど、脅迫状ぐらいのことで何も起きていないのに呼ぶなと。「そこで脅迫相手を特定すべく私を雇ったんですけど、このザマです。ただ……」と、懐から便箋を出して「この脅迫状の便箋を扱っている店を見つけたんです」
斉藤　　　：ほう。見るよ。それは。
森村　　　：字に。字に見覚えは。例の封筒は。
キーパー　：一致するよ。
斉藤　　　：ああ、なるほどね。
キーパー　：彼が続けて言うのは、本所にある文具屋さんがあって、便箋と封筒がそこで組で売られていたと。
斉藤　　　：頭悪いな、その犯人！！（笑）
キーパー　：本所と言っても広いので、ここから先に進めるものが欲しいんだけど、ちょっとこれじゃあね。命あっての物種だしね。
井塚　　　：繋がった。
斉藤　　　：大体繋がったけど、謎は残っているんだよね。
森村　　　：教授、綿貫教授は繋がっていないね。教授～。
井塚　　　：福来助教授と連絡取りたいね。
隅吉　　　：でも、助教授と連絡取ってもこれ以上のことは分からなそうですよ。
キーパー　：前原さんは、「私もうこんなんなんで、警察で何とか調べてもらえないでしょうか」
斉藤　　　：「これ以上は、もちろんこちらで調べますよ」
キーパー　：「動いてくれますかね？」
斉藤　　　：「私、刑事ですからね」……さて。どうしようかね。
隅吉　　　：こんだけ証拠があっても、証拠じゃないもんね。
斉藤　　　：状況証拠しかない。
隅吉　　　：押さえに行くのが一番早いんだね。
キーパー　：「そういえば思い出しました。男達が話していた時、何のことか分からないんですけど『もう少しだ。あと少しで我々の大望はなる』」と。（笑）
斉・森　　：何がだ～～～～～！
森村　　　：やばいやばいやばい！
斉藤　　　：やべ。何のことか分からないけど何でか分からないけどっ！　今すぐ行動しないと駄目な気がする！！（笑）
キーパー　：ちなみに今日は満月です。皓々と満月*15です。
斉藤　　　：行くしかないでしょう！　渡辺化工に行くしかない。潜入して工場長捕まえるしかない。君ら行かないって言うなら俺1人で行く！
隅吉　　　：いやいやっ。行きますよ！
　
　
第七章　無窮との邂逅
　
何故かは分かりませんが（笑）、探索者達は、 
今日中に行かないと間に合わない、と、急遽このまま渡辺化学に向かうことに。 
前原探偵は赤居診療所にいてもらうことにして、 
中富記者も含む全員で、一気に敵の本拠地に向かいます。 
　
斉藤　　　：あ、銃に弾薬は補充しておくよ。
森村　　　：一丁借してもらう。
隅吉　　　：薙刀持っていきます。前原さんを診療所に送った時に薙刀を手にして、で、光ちゃんに「私がいなくなっても強く生きてね」と。（笑）
斉藤　　　：死亡フラグだ！
隅吉　　　：念のためです、念のため！　死亡フラグを狙って立てると空振りするという話もありますから、立てときゃ死なないかなと。
森村　　　：甘いと思うなー。
キーパー　：甘いですねー。
　
はい。甘かったです……。 
　
明治44年3月15日（水）午後10時30分　渡辺化工にて
　
キーパー　：えー、ずばっと渡辺化工の近く。
隅吉　　　：そういえば、あれ以降に写真見ていませんね。
森村　　　：もう見る必要はないと思うなー。
キーパー　：持ってきたよね。置いてきたって聞いてないもんね。
斉藤　　　：聞いてないと持ってきているの？（笑）
井塚　　　：いいよ、ばっちり。ひゃっはー！
斉藤　　　：塀の外からぐるっと回って、真っ暗で人が見ていないタイミングを見計らって入り込む。
キーパー　：（地図で言うと）恐らく倉庫だと思われる辺りが一番人通りが少ないでしょう。
井塚　　　：じゃ、その辺から。
斉藤　　　：時間がないよ、秒単位になりつつあるよ。……現在時間*16もね。（笑）
キーパー　：（むむっ）一応〈登攀〉振って。ファンブルしなければいい。
隅吉　　　：ここでファンブルのが我々クオリティ。（ころころ）危ない、90！
森村　　　：（ころころ）10失敗。
井塚　　　：（ころころ）うん、ファンブルはしない。中富も行くんで、よろしく。
キーパー　：（隅吉を指して）擦過傷を作ったくらいで全員入れた。
森村　　　：ぜえぜえはあはあ。
キーパー　：今は、左側の仮称倉庫の角くらい。入って辺りを窺います。脇の倉庫に木製のかんぬきがしてあるんだけど、中からドンドンと叩く音と、かすかな男の声が聞こえる。
森村　　　：出して、って感じ？
キーパー　：（くぐもった小声で）「開けろ！　出してくれー！　ここを開けてくれー！」
森村　　　：聞いたことのある声？
キーパー　：聞き覚えはありません。
斉藤　　　：十分警戒しつつ開けてみましょうか。
森村　　　：静かにしろ、って言ってから開けないと。
斉藤　　　：「静かにしろ」とあまり大きな声を立てずに、でも聞こえるような……聞こえないかもしれないけど。
キーパー　：聞こえる聞こえる。そう言うのね？　そうしたら「助けてくれるのか！　分かった。静かにする。だから助けてくれ」
森村　　　：じゃ、開けましょう。
キーパー　：開けた。中に入る？
斉藤　　　：入った方がいいな。誰か1人外で見張っていて欲しいけど。
井塚　　　：はい。
キーパー　：中富は入ると。入ったらまず……。
森村　　　：……SANチェックって言わないでね。（笑）
キーパー　：したいならしてもいいけどさ。綿貫教授がいるよ。それから、上は作業着で下は背広のズボンの男が2人います。扉を叩いていたのはそのうちの1人。
森村　　　：あ、教授！　生きてる？　死んでる？
キーパー　：綿貫教授はガタガタ震えています。
森村　　　：「教授、教授！　私です！」
キーパー　：（森村を指して）ぼんやりと見て、焦点が合って。「も、森村君！　あの乾板は大丈夫か？　いや、大丈夫では困る！　あんなものは壊さなければいけない！　今すぐだ！　すぐ壊したまえ！」
森村　　　：「大丈夫です。大丈夫です。大丈夫です。大丈夫です」
キーパー　：がくぶるがくぶる。
隅吉　　　：（注射を打つ仕草をしつつ）静かにしようね～。
キーパー　：〈精神分析〉で成功すれば、宥めることはできます。
隅吉　　　：いきま～す。（ころころ）ええと、31失敗。
キーパー　：一応声は静かになるけど、がたがたぶるぶる。昔の教授の印象とは一変しています。髪には白いものが。ぶん殴られた跡もあるね。
森村　　　：うわ～。可愛そうに。
キーパー　：「肉と骨の間の結合がこんなに脆く儚いものだろうか……唸る口笛……うつろなものが空を飛んでいる！　おぞましい……これは科学に対する挑戦だ！　実体と非実体の混合物！　く、口笛が聞こえる！！　口笛が、口笛が……！」
森村　　　：気の毒に。発狂しているねー。
隅吉　　　：……小説家にでもなればいいんじゃない？（笑）
森村　　　：こらこら。
隅吉　　　：あ。靴、片方履いていなかったり？
キーパー　：ああ、片方履いていません。
斉藤　　　：ああ、じゃ、靴返します。……はい。（笑）
隅吉　　　：ずーっと持っていたのね、戦闘中も。
斉藤　　　：うん、ずーっと持っていました。
キーパー　：社員っぽい2人は、元々この会社の人間で小谷と加藤。小谷さんは右手を折っていて、わずかな〈応急手当〉で失敗しながら三角巾で吊ったつもりになっている。あれじゃ相当痛いと思うよ。直してあげた方がいいと思う。
隅吉　　　：「こんな結び方じゃ、治るものも治りませんよっ」といいながら治療します。
キーパー　：だいぶ痛い思いをしたのか、ぐんなり状態。しゃべるのは加藤さん。
斉藤　　　：はい。さあ、きりきり教えてください。
キーパー　：何訊きますか？
斉藤　　　：まず、ここで何をしているんですか。何でこんなことになっているんですか。閉じこめたのはあの3人ですか、工場長含めて。
キーパー　：何て知っているんだ、みたいな感じですけど、実は3人ではない。残りの社員全員だったりするんだ。
森村　　　：え～～～～～～～！！
隅吉　　　：一年前の登記では約100人でしたよね？
キーパー　：ああ、それはみんな解雇したって。今は15人ほど。まずですね、この会社なんですけど……アナーキストの集まりです。
森村　　　：知らんかった～～～！
キーパー　：先代は共産主義にかぶれてはいたんだけど、無政府主義じゃなくて、むしろ福利厚生を整え労働者にいい環境を、という考えの人だったんだね。
森村　　　：要するに、社会主義の理想の部分を語る人だったのね。
キーパー　：だけど、先代が病死して一年前に息子に代替わりして、会社はめちゃめちゃになっちゃいます。代替わりする時に人相の悪い人を何人か連れてきたばかりでなく、そいつらがアナーキズムに心酔してて、しかも外国のよく分からない妙な宗教・・・・・・・・・・・・・・を信仰していて、大量に人を解雇しちゃった。
森村　　　：うわーっ！
隅吉　　　：何の神様だよ、みたいな話ですね。
キーパー　：ただ、営業と経理はないと会社が維持できないんで、ダミーの会社を維持するだけのことはやらされていた。家族が人質に取られていて。
森村　　　：あ、一応古い人だけは残されたと。
キーパー　：ところが、今日になってここに放り込まれた。「奴らは何かを始める準備ができたのかもしれない」
森村　　　：やばいよそれ！
キーパー　：何をやっているのかは彼も知らない。ただ、首謀者は社長です。それは間違いない。
森村　　　：社長。とにかく社長を潰せば。
隅吉　　　：綿貫教授は、2人がここに放り込まれた時点でいたんですね？
キーパー　：この人は、13日に葉山工場長によって連れてこられた。その後姿を見なかったけど、今日放り込まれた時には先客でここにいた。よほど恐ろしいものを見たらしくて、ずっとこんな感じ。
森村　　　：気の毒に。
隅吉　　　：見たのか。……どこで見たんだろう……。 
　
……さて。 
　
斉藤　　　：あー、もう！　証人は押さえたんだけどさあ！
隅吉　　　：とって返す時間はないですね。（笑）
森村　　　：このまま行くしかないですね。うんうんうん。
キーパー　：問題は、ここからどう動くかですね。まだ情報でしかないです。
斉藤　　　：普通に考えたらさ、この人達をとりあえず解放して戻って……。
キーパー　：あともう1つ。『解雇した』って言ったよね。で、この時代は季節労働者――出稼ぎ――の人達が結構いるんですが、それをつい最近20人くらい雇ったと。
森村　　　：生贄？
キーパー　：さあ？　……それが昨日の話なんじゃ～（笑）。
井塚　　　：あ～。そうすると体育館に行くとみんなま～ぐ～ろ～♪　ま～ぐ～ろ～♪　その話聞く前は火ィつけて終わりかなと思っていたんですが、まずいよね～。
森村　　　：大量の死人が出ま～す。
斉藤　　　：火つけるのはずっと考えていたんだけどね～。
隅吉　　　：マグロじゃなくて、既に白骨とドロドロプールかもしれないよ。
斉藤　　　：たぶんね、みんな生きていないよ！　燃しちゃおう！（笑）
隅吉　　　：待て！　待て待て公僕！　2人殺した時点で十分英雄ですから、20人殺さなくてもいいですよ。
井塚　　　：何を言うんですか。ここは左の巣窟ですよ。アナーキストを殲滅するだけですよ～！
　
　
明治44年3月15日（水）午後10時50分　渡辺化工・社長宅にて 
　
物騒な発言が飛び交いはしましたが、生存者がいる可能性がある以上、本当に火をつけるわけにはいかないのです。 
探索者達4人は、確かな証拠を押さえるべく加藤氏の案内で社長の家へ潜入します。目指すは書斎。 
小谷氏と中富記者は、綿貫教授を抱えて車に戻り、そこで待機していてもらうことに。 
　
キーパー　：書斎らしいところを探す？　書斎らしいところと言ったら2階です。
斉藤　　　：2階まで忍び足でゆっくりと。
キーパー　：一応、〈忍び足〉と〈聞き耳〉振ってもらおうか。
森村　　　：〈忍び足〉は10％しかないよー。（ころころ）45失敗。
井塚　　　：そうそう出ねえわな。（ころころ）〈聞き耳〉は成功、〈忍び足〉は失敗。
隅吉　　　：（ころころ）〈聞き耳〉は成功、〈忍び足〉は失敗。
斉藤　　　：（ころころ）〈聞き耳〉は成功、〈忍び足〉は失敗。
キーパー　：分かった、もういい！　みんなバタバタうるさい！（笑） 
　
社長の部屋の中には金庫があり、机の中には分厚い日記張が入っていました。 
金庫の鍵を机の引き出しの中から見つけて、金庫を開きつつ、日記に目を通します。 
　
キーパー　：金庫の中には、ガラス瓶が2本と、銀で象眼された短剣が6本入っています。
森村　　　：6本？　何だこれ？
キーパー　：ガラスの中には灰色の粉が。
森村　　　：灰色の粉？
隅吉　　　：『イヴン・グハジ*17』か。
キーパー　：日記はどれくらい時間をかけて読みます？　今11時近くです。
斉藤　　　：11時15分くらいまで粘ってみようか。
キーパー　：20分くらいかけるということですか。字汚ねえけどいいか。……こうなるとネタばらしになっちゃうんだよな。えーとですね、社長さんは、まあ、アナーキストなんですけど、ある計画を持っています。
森村　　　：どんな計画かな～？
キーパー　：曰く、『“大いなる存在”を目覚めさせて帝都を破壊する』と。（笑）
隅吉　　　：「なんだろう、そのまゆつばなけいかく」（棒読み）
キーパー　：“門”というのは“目覚めの儀式”と“大いなる存在”を繋ぐもので、同時にその存在がやってくる道なんだって。
森村　　　：うわ～～。やってきたらどうなるかなぁ？
井塚　　　：大っ変なことになりますな。
キーパー　：ぶっちゃけ最近の所を読むわけですが、簡単に言うとですね、念写騒ぎ、千里眼事件があった時に新聞の写真を見たんです。
本当かどうか知りませんが、彼らビジョンね。『門あるじゃねーか！』（笑）
森村　　　：あの写真！？　うわ～。
キーパー　：それで、これはまずいと。邪魔になる可能性があるし、何よりこれが欲しい。
井塚　　　：自分達で新しく作るよりはできているもんね。
キーパー　：ちなみに、千里眼事件の詳細を調べると色々な妨害事件が出てきます。藤理学士とかが表で色々やっていましたが、彼らはそれと接触がありますね。
斉藤　　　：あ、そうなの。
キーパー　：接触あるというか、買収して、ペテンだと言わせた。
隅吉　　　：うわお。
キーパー　：科学的な調査がこれ以上進まれると困るので、全部偽物だということにしたいと、色々行動したらしいです。新聞記者を買収したり、実験現場に出向いて盗もうとしたり、色々な妨害*18をしていたらしい。
森村　　　：うわーっ。
キーパー　：1人目の能力者は御船さんという人ですが、この人は（史実では）透視はできたけど念写には成功しなかった。そこに出向いて“門”を念写させたら、……“大いなる存在”を見てしまったのか、耐えられなかったらしいんですよ。
隅吉　　　：『自殺』の原因か！　なんつうオチをつけるんだ。
キーパー　：彼女は、止める間もなく近くにあった染料を飲んでお亡くなりになった。彼らは慌てて逃げ出した。世間的には自殺*19となった。
森村　　　：耐えられなかったんだねー。精神が。
キーパー　：ほとぼりが覚めた頃に、今度は2人目の能力者、長尾さんのところに行って同じく念写させようとしたんですが、風邪で弱っていたんですよ。ショックで死んじゃった*20んです。
森村　　　：可愛そうに。それだけで死ねるんですね。
井塚　　　：史実と絡めるとはやりますな。
キーパー　：で、あまり詳しく書いていないんですけど、彼が綿貫教授に研究資料を渡していたことを、どうやったか知りませんが突き止めたんですよ。そこで、綿貫教授を拉致って、社長の存在を知って、そこに行って痛めつけて聞いてぷち殺して、ショフェ行って……という話らしいんです。
井塚　　　：ふうん。
キーパー　：『我々の大望の成る日は近い。　次の満月の晩に！』
森村　　　：今日だよ。今日だよ！
隅吉　　　：……あの～。今の話で触れていない部分があったんですが、社長をどうやってぷち殺したんですか？（笑）
斉藤　　　：そうそうそう！　なんか普通の殺人事件になりつつあるんですけど。
キーパー　：殺人の前後に変なことが書いてあります。『この、“かすみゆく肉笛”の力は素晴らしい』
隅吉　　　：“肉笛”？　口笛みたいなのの正体？
キーパー　：あと、広くてちょうどいいので、体育館を使って儀式をするようです。『陣は正確でなければならない。間違っても切れ目などないように。材料の調合を誤ったらすべてが台無しだ。ここまでコトが進んだのだ、なんとしても成功させる』
森村　　　：ふうん。じゃ、ちょっとでも違うことをやればOKなんだ。
隅吉　　　：そういうことですね。
斉藤　　　：じゃ、邪魔しさえすればOK？
キーパー　：『この帝都に偉大なる革命を！　アナーキズム万歳！　アナーキズム万歳！』
　
明治44年3月15日（水）午後11時15分――帝都壊滅まであと45分
　
隅吉　　　：剣と粉は気になりますが、調べる時間がどんどんなくなっていきますね。
キーパー　：何分使う？
斉藤　　　：……15分。ギリギリだなあ。
隅吉　　　：これが終わったら動くしかないですね。
キーパー　：全員で〈図書館〉ロール振ってみるか。
井塚　　　：（ころころ）15成功。
隅吉　　　：（ころころ）失敗ですっ。
森村　　　：（ころころ）9成功。
キーパー　：もう1人いたね。
井塚　　　：あ、加藤君。
キーパー　：加藤は〈図書館〉が60％ある。誰か振ってください。私は責任を持ちたくない。
斉藤　　　：俺が振ろうか。（ころころ）成功、19。
森村　　　：いっぱい成功だ。
キーパー　：加藤が見つけたよ。（笑）
井塚　　　：やるな加藤。
森村　　　：よく分かっているんだ。
キーパー　：まず粉ね。肉笛のこともここに書いてある。『不可視なるものに、これを振ると見えるようになる。私はその秘薬を調合するのに成功した。これであの肉笛をはっきりと見ることができる』と。
斉藤　　　：これ、どうやって使えばいいんだろう？
キーパー　：振りかければいいらしい。
井塚　　　：短剣は？
斉藤　　　：短剣までは分からなかった。
キーパー　：調べるならば時間を頂きます。何分使いますか？　今11時30分です。
斉藤　　　：うわーー！　短剣はいいや、武器でしょ。
隅吉　　　：え、待って、ちょっと待って。それならいっそ〈図書館〉技能高い人だけ残って、残りの人が先行するとか。
キーパー　：先に言っておくと、大勢でやった方が効果が高いぞ。
森村　　　：う。
斉藤　　　：大勢で5分？　いや、どこがタイムリミットか分からないけどね。一応、何となく雰囲気的に12時じゃないかという気がするんだよ！
キーパー　：満月はそろそろ中天高く昇っています。
斉藤　　　：まず、人質解放しないといけないんだよね。それもどうする？　今すぐ加藤の家族を解放しに行くか、騒ぎの間に加藤に家族を連れて帰ってもらうか。
キーパー　：加藤さんは、「儀式より家族を助けたい」と。
斉藤　　　：じゃ、加藤さんは家族を助けてもらう方がいいかな。
キーパー　：体育館の出入り口は教えてもらえるからね。で、もう助けに行っていいの？
斉藤　　　：うん。
隅吉　　　：……待って。彼の〈図書館〉技能60％は捨て難い。（笑）
キーパー　：鬼がいる！
井塚　　　：最悪だ。まさかここで〈図書館〉技能と言われるとは思わなかった。（笑）
隅吉　　　：えー。彼の技能が10％だったら見送ったよ。
斉藤　　　：それだったら、ここで全員で10分使う。短剣について調べる。
キーパー　：はい。〈図書館〉技能、振ってください。
井塚　　　：行くっす！（ころころ）微妙に失敗。
隅吉　　　：短剣で人を斬るのか魔法陣を斬るのか、条件をもう少し知りたいんですよね。（ころころ）あ、成功っ！　3成功。
斉藤　　　：（ころころ）失敗。加藤さんも（ころころ）加藤さんまたすっげー成功。48成功。（笑）
森村　　　：おお、すごい。やっぱり残っていてもらってよかったね！
キーパー　：何だよそれ。NPC活躍させてどうするんだよ～。（笑）
森村　　　：いや、家族の命がかかっているから、彼も必死なんだよ。
キーパー　：一文だけ、短剣という単語が出てくる記述が見つけました。粉より後の部分です。『米国より魔力を阻害できる短剣を6本輸入。事故があった時のための保険』と。
斉藤　　　：何かよく分からないけどOK！　阻害されちゃ駄目って言っているんだからこれで阻害すればいいんじゃない。どうやって使うか分からないけど。
キーパー　：なんか、すごい柔軟性があるよね。
斉藤　　　：事件が始めから怪奇なんだからね。
隅吉　　　：彼らがそう思いこんでいるのは間違いないから、失敗させてみせればやる気を失うだろう、くらいにしか思っていなかったり。
斉藤　　　：じゃ、それ。
キーパー　：『思いこみ』だといいねぇ。
　
明治44年3月15日（水）午後11時45分――帝都壊滅まであと15分 
　
瓶と、銀の短剣は全員で分担して持つことになりました。 
瓶は斉藤課員と隅吉看護婦が。短剣は1人1本、井塚記者だけは2本持ちます。 
　
キーパー　：（図を示しながら）この道をまっすぐ行って、突き当たりを開ければ体育館で、開けたすぐのところに電気のスイッチはある、という説明は聞けました。
隅吉　　　：人数分の懐中電灯持ってくればよかったですね。部屋の電気を消して、自分達だけ動くために。
斉藤　　　：それは、自分達が不利になる可能性もある。
キーパー　：あ、電気の光じゃないな。薄暗いぼーっとした灯りなので。（笑）
斉藤　　　：だから逆に、入ったらすぐに電気をつけよう。
キーパー　：体育館の扉の前にズバッと着いた。いきなり開けるんじゃないよね？
森村　　　：なるべく静かに行きたいよね。
斉藤　　　：一応、〈聞き耳〉してから……。
キーパー　：じゃ、してください。
森村　　　：みんなでしましょう。
全員　　　：（ころころ）失敗～。
キーパー　：誰も成功していないの？　せっかく作ってきたのに。（笑）
井塚　　　：いやいや、そう言われましても。
キーパー　：でも、何か聞こえますね。お経のような？
井塚　　　：あ、写真。写真どうしますか。中入って燃した方が、ゲートが消えるってことがあるんじゃないかなあ。
隅吉　　　：今ここで剣を刺してみる？
井塚　　　：それだ。俺がやりますよ。（写真に向けて剣を振りかぶる仕草をしつつ）はーッ！
キーパー　：（はい！？）…………場所どこですか？
斉藤　　　：体育館の扉のほぼ前。
キーパー　：……いいのね？
井塚　　　：やるよー！　こいつもたぶんゲートなんだ！
キーパー　：可能ですね。でも、やるとは思っていませんでした。……構えた時に、画像がぐりぐりぐりぐりっ、と動いたのを目にして井塚だけSANチェック。（笑）
森村　　　：きたきたー！
井塚　　　：（ころころ）成功よ。
キーパー　：成功ですか。じゃ……d3振ってもらおうかな。
井塚　　　：d3か、1d10振ってくれとか言われたらどうしようかと思った。（ころころ）2。
キーパー　：『なんだこれっ』と、ちょっと怯む。
斉藤　　　：怯む？　（井塚の方を振り向いて）「どうした？」………………あ。（笑）
森村　　　：ハマっていく。アホや、アホやっ。
キーパー　：（溜息）せっかく……。
斉藤　　　：（ころころ）よかった。正気度チェック成功した。
キーパー　：あなたも怯んだ。そこの2人は見ないよね？
森村　　　：見たくない。燃すんだ。燃すんだ。燃すんだ。
井塚　　　：それでも意志を貫こうとできますか？
キーパー　：それは……POWの対抗チェックかな。
井塚　　　：低い方がいいんだよね。……（ころころ）11まで。相手がPOW11より高いと俺が負ける。
キーパー　：刺そうとして、より激しくぐにぐに動いているのを見て『ぎゃーっ』
井塚　　　：「ひ、ひいいいいいっ！！」（笑）
キーパー　：……で、落としちゃった。君には無理だ。こんな気持ち悪いものを刺したら何が起こるか分からない。
斉藤　　　：「何やっているんだ！」と、やってみる。
キーパー　：……あくまで刺したいのね。
森村　　　：えーっ。燃しましょうよ、ライターで。ライターはないか？
キーパー　：もう見た目に動いていますよ。飛び出してきそうですよ。
斉藤　　　：POW低いんですよ。（ころころ）03。19まで。「なんだこんにゃろう！」みたいな感じで、声は出さないけど、うりゃっ。
キーパー　：えーと……。まず、短剣が砕けますね。ばらばらに。で、断末魔の叫び声のような、としか言えない。これ本当に人の声？　人の声これ？　分かんない。何だこの叫びは。
森村　　　：分かんない分かんない分かんない。聞きたくない聞きたくない。
隅吉　　　：写真から？
キーパー　：さあね。その辺一帯を恐ろしい叫び声が揺るがす。写真はボロボロに崩れる。
森村　　　：ありえんくらいの年代を経たってくらいに、ぼろぼろ～ってね。
キーパー　：そうそう。はい、今の音を聞いた人はSANチェックお願いします。
森村　　　：はああっ！（ころころ）あ、成功です。大丈夫です。一応セーフ。セーフ。
斉・隅　　：（ころころ）成功。
井塚　　　：（ころころ）失敗。
キーパー　：成功した人はd3減らしてください。
井塚　　　：失敗した人は？
キーパー　：d10です。
井塚　　　：いくよー！（ころころ）5点っ。SANが62になりました。ひゃっほうっ。（笑）
森村　　　：うわーっ。きたきたきたよー！　一時的発狂だ！
キーパー　：人間何するか分からないね……。アイディアロールに成功しちゃうと、分かっちゃいます。
井塚　　　：75目標で（ころころ）14。5分の1成功で分かった。（笑）
隅吉　　　：ばっちり。
キーパー　：…………あなたが分かったことは、恐らく未来永劫誰にも分からないと思います。僕もそれを語る口は持ち合わせていません。ご想像にお任せします。（笑）
井塚　　　：ひー、ぼぼぼぼぼっ。
キーパー　：ただ、あなたは声にならない叫び声を上げます。そして持っていたものを全部落とす。……銃の撃鉄はまだ起こしていないから、暴発はしない。
井塚　　　：じゃらんじゃらんじゃらーんっ。
キーパー　：一時的狂気になるから、d10振って。
井塚　　　：（ころころ）6。
キーパー　：次に4d10。
森村　　　：えっ！？
隅吉　　　：数が大きそうだから、分単位かな。ラウンド単位だとしても使い物にならないね。
井塚　　　：（ころころ）25。
キーパー　：35戦闘ラウンドの間、一時的狂気です。で、どういう狂気になります？
井塚　　　：それ、ランダムで決められますかね。
キーパー　：結果としてランダムな恐怖症がつくのは構わないんですけど、今はどうしたい？　ロールでいい。
井塚　　　：そうするとまた、色々垂れ流しつつ逃走なんだよね～……。（笑）
隅吉　　　：当たり前のように逃げるようになったね。
井塚　　　：何か面白いものないですかね？　一番美味しいやつな！
隅吉　　　：じゃ、ばぁんと扉を開けて、「こんなものは残しちゃいけねえんだ！」と、最初に目に入ったものにバンザイアタック。（笑）
井塚　　　：それだ！！　ガラガラッと扉を開けて、向こうにいるものに「あれはこの世に存在してはいけないものなんだ、消えろーーー！」と言って突っ込むんですよ！　そうすると、陣の中の奴が、『ただでは死なん、お前も連れて行く！』って連れて行かれるんです！　美味しい！　キターーーー！！（←大喜び）
キーパー　：…………私はこの状況に責任取れませんので。（笑）
井塚　　　：すいません、またお騒がせております。
斉藤　　　：でもね、あのね、あのね。……楽しい。（笑）
　
　
明治44年3月15日（水）午後11時50分――帝都壊滅まであと10分
　
キーパー　：DEX幾つだったっけ？
井塚　　　：7。
キーパー　：狂人だから3倍くらいにしようか。あなたはDEX21で行動できます。（爆笑）
斉藤　　　：キターーーーー！
キーパー　：誰よりも早く、扉がバウンドして外れるくらい、ものすっごい力で。（笑）
井塚　　　：（扉を開ける仕草）ガツーン！！
キーパー　：……という音を立てながら彼はドアを開けます。お経のような声は途切れてます。……呪文言いたかったのに。体育館は薄暗く奥は見えません。部屋の中央に幾何学紋様っぽいくせに出鱈目な、真円なんだけど中が何これ？
森村　　　：なんか、絵がいっぱい入っている感じみたいな。
キーパー　：……というものがぐちゃぐちゃっと書いてある。真っ赤っ赤。赤いのは微妙に発光しているような気がする。円の中央に、アラビア風の金属の水差し。そのポットから白い煙がもや～んと出ています。全体的に開けた瞬間に生臭い臭いとつーんとした臭いが。
森村　　　：死体の臭い。
キーパー　：不思議なことに煙は円の外に出ず、円筒状に立ちこめています。両脇に高さ1メートルほどの大きなろうそくが置いてあって、細長い炎が揺れている。男がここに5人、真ん中に1人。手前に2人。
森村　　　：うわーっ。
キーパー　：……という状況で、儀式は中断している。
井塚　　　：短剣を拾って、「バーンザーイ！」って言いながら。（笑）
キーパー　：何を目指すんですか？
井塚　　　：真ん中に金属の水差しがあるんですよね？　そこに銀の短剣を構えてバンザイ・アタック。見た瞬間に猛突撃ですよ。ダメージ倍ですよ！（笑）
キーパー　：（何のルールだ？　それ）距離的にラウンド中に着けます。真ん中にいる男が周囲に「何をしている！　詠唱をやめるな、バカ者！」
森村　　　：お前がやめているやん。
キーパー　：（……いや、この人もともと詠唱してないし）まだ、灯りつけていないんだよね。井塚が誰にも止められないスピードでダッシュするのを、君達は呆然と見ている。
斉藤　　　：見ているしかないでしょ！？
キーパー　：走って、絵は踏み越える？
井塚　　　：うん。当然。
キーパー　：とですね……（考え込みながら）やっぱり、抵抗するよねえ。
井塚　　　：じゃ、今度そっちが振るんだね。あ、俺のPOWは14ですな。ま、たぶんそっち、めっちゃ高いでしょうからな。
キーパー　：（ころころ）……どんなにしても成功するよなー。
井塚　　　：俺、すごいめちゃめちゃ美味しいシーンだ。
キーパー　：彼がものすごい勢いで日本男児の特攻をかます。短剣を構えてそこを踏み越えた、……その瞬間。儀式の円が灯りをぼわっと放つ。
森村　　　：何が起こるの？
キーパー　：そして、あなたの身体は生ける松明となります。（爆笑）
斉藤　　　：やっぱそれかーーー！
キーパー　：ごめん、どうにもならないです！　周囲が真っ赤になって……痛いのかな、痛いだろうね。激痛を感じて視界は暗転。
井塚　　　：ブラックアウト。
森村　　　：うわーーーっ！
キーパー　：あなた達は一部始終を目撃します。で、妙にシーンとなった体育館に、銀の短剣がカランカランカラン……、と落ちる音だけが響き渡る。SANチェック！（笑）
森村　　　：アホや、アホやーっ。（ころころ）駄目だ、失敗した。
斉・隅　　：（ころころ）成功。
キーパー　：成功した人は1点、失敗した人は1d3+1点。……人間の身体って、こんなに燃えるの早いのね。
井塚　　　：燃～えろよ燃えろ～よ♪
隅吉　　　：「燃えちゃった……」
斉藤　　　：どうしたらいいんだろうね。何か、この状況をどうしたらいいかが分からない。
キーパー　：で……DEX21終了。
斉藤　　　：自分の番で（井塚の落とした短剣のうちの1本を）拾って、電気つけるまでできる？
キーパー　：それは全然OK。
斉藤　　　：じゃ、そこまではやる。左手には短剣持って右手には銃持った状態でいいよね。
キーパー　：明るくなったので見えます。奥はステージみたいになってて、そこは死屍累々。血溜まりが中央に流れ込んでいる。
森村　　　：死屍累々か。やっぱり燃した方が正解だったかも～。
隅吉　　　：もっと早く来れば助かったかな……。
キーパー　：DEX10で、真ん中の男がぶつぶつと怪しげな……さっきのお経とは違うのかな？みたいな何かを唱え始めた。終わり。次、DEX……10、9、8、7。
隅吉　　　：はーい、7です。魔法陣に走って行って、ざく。
キーパー　：触れずに刺せるかを見るために命中判定してみようか。目標が動かないし2倍で。
隅吉　　　：はい。短剣の2倍は50％です。えいや～っ。（ころころ）成功。
キーパー　：よかったね。刺せた。で、何かものすごい力が伝わってくるんで、はね飛ばされる。
隅吉　　　：「きゃーーっ！」
キーパー　：……あ、さっきPOW吸われたんだよね。（井塚に）POW幾つだっけ。（笑）
井塚　　　：14ですな。
森村　　　：うわーっ、やべえ！
斉藤　　　：やっぱ駄目だった？
キーパー　：真ん中の人が、魂消るような叫び声を上げる。彼はみるみるうちにボロボロになって、ぼーっと燃えて。……こいつのPOWが供給されます。でも魔法陣は壊されてしまって……。
隅吉　　　：私、かぶりつきですね。……まさか、これで儀式成就とか言わないよね？
キーパー　：全員そこを見ているんだね？
斉藤　　　：見ているな。何やってももう駄目なんだけど。
井塚　　　：（ものすごく嬉しそうに）さあおいで～、みんな～。
キーパー　：次の一瞬。先ほどまで円があった場所に現れた存在を、君達は全員見てしまった。これはですね、何と言いますか……。
井塚　　　：虹色の球体。
キーパー　：玉虫色の、巨大な光球。存在と非存在の狭間、外宇宙のどことも知れぬ深みから、永劫に泡立つ無数の球体をはじけさせながら。
あるところではぶちっと破裂し、粘液じみた新しい球体がそちらではぼこっとできてみたり。
隅吉　　　：大きさという概念があるなら、それはどのくらいの範囲の話なんでしょうか。
森村　　　：体育館いっぱい？　体育館突き破っているんじゃねえの？
井塚　　　：いや、大きさは可変。
キーパー　：体育館の天井を突き抜けているように見えるけど、相変わらず天井も見えています。二重写しのように。
同時に、下にいる位置からは見えるはずのない、その邪悪な原形質の肉塊の鳥瞰を君達は何故か見てしまう、のだ。
肉体なのか霊体なのか、幻影なのか実在なのか。それが一瞬だけ、一瞬だけ見えます。……で、ですね。本当に一瞬なんで、どうしたもんかと。
隅吉　　　：認識できたかどうかですかね。
キーパー　：……アイディアロールしてもらおうかな？（笑）
井塚　　　：失敗した方がいいよってやつね。
斉藤　　　：僕、20％しか失敗確率ないんですよ……（ころころ）うん、くっきり分かった。死ぬほど成功です。（笑）
隅吉　　　：（ころころ）くっきり分かった。
森村　　　：（ころころ）失敗しました。ばんざーい。ばんざーい。
キーパー　：（ある意味、オイシイもの見逃してるけどね）失敗した人は、一瞬だけ見たものを理解できずに済みました。成功した人は、虚空から聞こえてくる妙な音に包まれて……どこに行っちゃうんでしょうね、この場合。表現できん。
森村　　　：行くの？
キーパー　：精神が。（笑）
森村　　　：あ～……。
キーパー　：『よぐ・そとうす　いあ！　んぐ！　よぐ！』という音・、そして、どこかから変な笛の音が聞こえなくもない……SANチェック。成功した人は1d10、失敗したら1d100のSANが減ります。（笑）
隅吉　　　：（ころころ）成功。（ころころ）8っ。まだ5分の1までいきません。
斉藤　　　：（ころころ）成功だよ。（ころころ）9、死ぬほどいっぱい減った。5分の1がんがん行ったよ！（笑）
森村　　　：私、この2人をどうにか連れて逃げなきゃならないんですね！
キーパー　：周りの奴らは避けようとしないな。隅吉さんは、幸運チェック1倍に成功したら助けてやろう。
隅吉　　　：17なら出るっ！（ころころ）……出ない～。
キーパー　： 出ないね。そうすると、その笛の音のようなよく分からない音が一瞬して――永劫にしたような気もするけど――消える時、周囲のものを全部持っていく。……あなたも含めて。
隅吉　　　：言葉もなく、呆然と……そのまま。
キーパー　：森村さんからすれば、隅吉さんはぱっと一緒にかき消える。
森村　　　：はっ。いない！　いない！
キーパー　：斉藤は電気のところでへらへら笑っている。体育館の天井は、切り取ったような穴が開いている。床もすっぽりきれいになくなっている。
森村　　　：とにかく帰ろう！！　引っ張って帰ろう！！　証拠物件を持って、「さあ斉藤さん！　帰りますよっ！！」
斉藤　　　：「（うつろな口調で）うん。……かえろー……」（笑）
キーパー　：まともに動けるのはあなただけです。
森村　　　：とりあえず、生きている者は彼しかいないんだよね？
キーパー　：と、思うけどね。見に行くんだったら……。
森村　　　：行かない行かない。斉藤さんを「帰るよっ！」って引きずって行く。
斉藤　　　：「はぁ～い……」（笑）
　
　
終章　帝都の空　無辺なる哉
　
キーパー　：……数十分後。あなたは車に揺られている自分に気づきます。
森村　　　：あ。時間、とんだ。
キーパー　：車を運転しているのは中富君。ぎゅうぎゅう詰めだけど、綿貫教授と小谷さんもいます。
井塚　　　：加藤さんはいないね。
キーパー　：加藤さんは妻子と逃げたのかもしれない。分からない。
井塚　　　：じゃ、ギリギリ5人。よかったねー、人数足りて。（爆笑）
隅吉　　　：ばっちりだね。
森村　　　：「何が……」というか、「俺なんでここにいるの？　記憶がない」
キーパー　：中富君に話を聞いたら、あなたはえへらえへら笑う彼を引っ張って、夢遊病者のように歩いてきて、「逃げろ……逃げろ」って言ったらしい。何か崩れるような音もしたし、相当やばいと思ったので逃げたそうです。（森村に）ちなみに、ここ2時間ぐらいの記憶はない。
森村　　　：『2時間』って、どのくらいの記憶が残っているの？
キーパー　：旭光社で『どうする？』って話をしたことまでは覚えている。（笑）
森村　　　：「……。おかしいな、何で俺ここにいるんだろう」
隅吉　　　：そして、2人いない。
森村　　　：「あれ。斉藤さん。斉藤さん？」
キーパー　：あなたが揺すった時に、彼の懐から見慣れぬ帳面がどさっと落ちて、ばさばさっと勝手に開く。……あなたはこんな記述を目にします。
　
　
　
いあ！　いあ！　虚空を通りて来たる不可思議なもの
んぐ！　いぐ！　彼方より流れ出でる者よ！
いあ！　彼方に在りて永らえしもの！
　
いま御身のための『門』はこなたに　かなたへの道は通ず
うむる　あと　たぅいる　たる名にて　来たれ
　
甚深なるあざとうすの御名において　呼び奉らん　いあ！　よぐ・そとうす！
我らが供物を受け給え！　いあ！　よぐ・そとうす　いあ！
　
　
　
　
　
　
　



　
　
　
――終――
　
　
【付録1　キーパーの視点】 
　
　この項は、本作キーパーの感想を書き散らしたところです。かなり私見に満ちた内容ですが、『こんなアホなこと考えてるゲーマーもいるのね～』ぐらいで流し読みするか、あるいは読み飛ばしてください。
　
　今回のゲームは、2002年以来5年ぶりのマスタリングでした。加えて、はじめてのクトゥルフもの、はじめての現代もの（明治末期だけど……）、はじめてのBRPシステム利用ということで、終わって振り返ってみると、ある意味とんでもない状態でのマスタリングだったように思います。
　
　私は基本的にファンタジーもののマスターしかしたことがありません。クトゥルフ物も、作品を小説として読む分にはいいのですが、RPGとしてそれを遊ぶという考え方には批判的でした。それでも今回敢えてクトゥルフものに挑戦したのは、とにかく一度やってみて、考え方が変わるかどうか試してみたかったためです。まあ、せっかく買った『クトゥルフと帝国』を使ってみたかった、という貧乏根性も結構大きな理由の一つですが……。
　
　私がクトゥルフものをRPGで遊ぶのに批判的な理由は、次の通りです。その理由のほとんどは、私のマスターとしての力量が低いため、でもあります。上手なキーパーはこんな所では引っかからないでしょうしね。
　
　・制約の多さ。最後の結末に集束する展開にしないと怪奇ものとして成立しないにも関わらず、それに逆行するようなプレイヤー行動があった場合に、それを認めなければゲーム性が阻害されるというジレンマが往々にして起きる点。ゲーム性を前面に出せば『話』にするのが難しく、『話』に拘泥すればゲームでなくなってしまう可能性が結構高いように思います。
　他のジャンルであれば、キャラクターの行動が予定していた結末をぶちこわしにしても最悪『話』にはなるが、怪奇ものでそれを認めると、下手をすれば『話』にならず終わってしまう。
　これはシナリオ作成＆マスタリングの上で相当の制約になります。ゲーム向きではなく、小説向きのジャンルだと思う、最大の理由はこれです。
　
　・原作の持つ雰囲気がおそらく出せない。キーパーがよほどの語り手であること、かつ、参加プレイヤーとの強固なコンセンサスがあること。この2点がなければあの素敵な雰囲気を出すことはおそらく不可能です。原作を知らないプレイヤーがいる場合は尚更。
　強要は当然できませんが、クトゥルフ物に参加するプレイヤーには、『クトゥルフの呼び声』と『インスマスの影』の2作品ぐらいは、最低でも読了していて欲しいです。これは結構過大な要求です。
　
　・舞台が現代に近いために起こる矛盾の解消が困難。プレイヤーは、特殊な人ではなく一般人のキャラクターなのに危険に向かって突き進む、という、ある意味矛盾した行動をプレイする必要がある。
　ファンタジー物の登場人物ならすでに特殊な人々なので、危険に突っ込む際に言い訳が要りません。対して、ちなみに私がそういう状況下におかれたら、何も見ず触らず聞かずに（警察などの）特殊な方々に任せて状況からの脱却を図ります。それを話の中に引きずり込み、作中の危険な状況に向かって行かせなければならない。メタ要素がない限り、いやあったとしても、これは結構大変です。
　
　以上のような理由から、クトゥルフはRPGとして遊ぶには不適当なジャンルなのではないか、と考えていました。その上で今回実際にマスタリングして、やはりこの考え方は間違っていなかった、といった感想を持ちました。
　
　やはり恐れたとおり、描写力のなさはゲーム中に露呈していましたし、予定していた展開は崩れ、裏で何があったか（例えば、何故綿貫教授は死なずにすんだのか？　変死体の死因は？　『大いなる肉笛』とは何か？　など）を結構出せずに終わってしまったこともあって、キーパー的にはもやもやした感じでゲーム終了を迎えました。今回の場合、問題の大部分は準備不足に依るところが大きいとは言え、後でシナリオを読み返すと、ここはこうした方がスマートだったな、と思える箇所（看護婦の導入とか、黒幕の設定とか、写真乾板のシナリオ中の位置など）がえらく沢山あります。
　
　これでクトゥルフのキーパーは荷が重いと分かったので、おそらくしばらくキーパーをやることはないと思いますが、プレイヤー陣にクトゥルフっぽかった、楽しかった、と言って貰えたので、多少ほっとしています。
　ただ、明治・大正・昭和初期という時代は、調べてみるとなかなか魅力的な時代です（政治体制などではなく、ゲームの舞台には、という意味です。他意はありません）。詳しい資料も書籍やインターネットでちょっと調べれば出てきますし、個人的には1920年代のアメリカよりも想像しやすくて楽でした。舞台背景が少々気に入ったので、また何かやるかもしれません。
　
　最後に、ゲームというのはやはり予想のできないものだと言うことを今回思い知らされました。予定では、ヨグ＝ソトース御大をキャラクター達が見ることはありませんでした。出現を未然に防いで終わるのが予定の流れで、最悪キャラクター達が全滅した場合でも、致命的な欠陥を抱えた儀式が不首尾に終わって、御大は顕れず、わずかな・・・・エネルギーだけが送られてきて、化学工場が大爆発を起こして終わる予定だったのですが……。ノリと勢いは恐ろしい。
　当初遭遇を予定していた『かすみゆく肉笛』こと『盲目のもの』も召喚できずに終わってしまったし、何が起こるか分からんものです。ほんとうに。
　
　
【付録2　シナリオのネタばらし】 
　
リプレイ冒頭でも書きましたが、念のため。
　
この作品はフィクションです。実在の人物、団体、事件などにはいっさい関係ありません。
　
　シナリオ中に語れなかったところについて、いくつかネタばらしをしておこうと思います。
　
　まず、シナリオの構造ですが、当初、今回のシナリオには、明治末期に実際に騒ぎになった『千里眼事件』をメインに据える予定でした。参考文献も2冊読破し、他にもいろいろ情報を集めました（おかげでこの事件に関してはかなり詳しくなってしまいました。書こうと思えば、この後3頁分ぐらいは資料を書き出すことができます -_-;）。しかし、実在した人物をモロに出し、史実の裏側をいじくりまくった話をモロにやることに抵抗を憶えてしまったため、このラインはお蔵入りになってしまいました。
　このことは、話を中途半端に『千里眼事件』に関わらせる結果をもたらし、焦点がボケる主因になってしまってます。リプレイでは邪魔なので割愛していますが、『千里眼事件』に絡んだ情報が無駄に多かったことや、実在人物や念写乾板そのものへの引きが曖昧なのはこのためです。
　
　
　次に、渡辺社長の日記ですが、詳しく読み込めばもう少し裏が見えてくるアイテムになっていました。
内容はこんな感じです。
　
　・彼らの計画は、『大いなる存在』を目覚めさせ、帝都を破壊する、というもの。『大いなる存在』は『門』と『目覚めの儀式』がないと呼び込めない。『門』は、目覚めのための儀式と『大いなる存在』とを繋ぐもので、同時に、目覚めた『大いなる存在』が通り抜けてやってくる通路でもある。
　
　・渡辺はカリフォルニアに留学していたらしい。その時に、アナーキズムに触れてこれに傾倒。
　ある黒人活動家と親しくなり、彼にいろいろなことを教えてもらう。
　・渡辺が米国を去って日本に戻る際、その活動家はとある小冊子をくれた。そこには、いまだ誰も知らないような空間に眠る『大いなる存在』を呼び出し、その力を利用できる秘密が込められていた。渡辺はこの本を学び、様々なコトを見つけてゆく。
　・そして1、2ヶ月前（※大量の出稼ぎ者を雇った頃）、渡辺は『かすみゆく肉笛』を呼び出す方法を発見。召喚を行い、『肉笛』に『餌』をやる代わりに、自分の思い通りに協力させる契約を交わした。
　
　・その後、渡辺は『かすみゆく肉笛』をはっきりと見えるようにするための呪具の作成に成功した。それは灰色の粉末状で、見えないものを見えるようにできるという。また、米国より、魔力を阻害できる短剣を６本輸入した。これには何か事故があったときのための保険、と別途記載がある。
　
　・『大いなる存在』に至る『門』を捜していた渡辺は、ある日、新聞の記事でそれを目の当たりにして衝撃を受けた。それは『世界初の念写』と題する記事であった。そこには明らかに探し求めていた存在が写し込まれており、渡辺は、この念写を行った長尾郁子が、門を創造できる人物だと考えた。
　・渡辺は、『大いなる存在』の姿が少しでもあればフォーカスし易くなり、結果、儀式の成功度合いは飛躍的に高まるはずであると考えた。と同時に、自分達の計画が『念写実験』によって邪魔されかねないという危機感を抱いた。このため、千里眼はトリックである、という形で、社会が『念写』に興味をなくし、科学的な調査がこれ以上進まないように、手を打つことにした。
　
　・渡辺は帝大の藤理学士に接触し、彼を金で買収して、実験の日取りなどを知った。藤理学士は金をもらって実験に参加。長尾郁子の千里眼を嘘であるという形にさせようといろいろと妨害工作を試みた。
　渡辺はまた、新聞記者も数名買収し、恣意的な記事を書かせるようにし向けた。同時に、自分達も数名で現地に出向き、あわよくば念写物を盗みだそうとした。
　
　・しかし、長尾郁子の能力は本物であって、仕掛けを先に見破られる、という形になってしまった。渡辺らは確信と危機感をより強く抱き、今度は長尾郁子本人に脅しをかけることにした。長尾家から（ロール・フィルム入りの）鞄を首尾よく盗み出すのに成功したが、乾板が入っていないのに気づき、これを破棄。『カクレテイタスト、イノチハモラッタゾ』との脅迫文を添えて、それを捨てた。
　
　・長尾家で失敗して騒ぎが大きくなったので、ほとぼりを冷ますため、渡辺らは『大いなる存在』の『念写』写真を別に手に入れるために行動することにした。2週間後、最近長尾郁子の騒ぎに隠れてあまり注目されていない御船千鶴子のもとに赴き、大金を積んで『大いなる存在』の念写を依頼。しかしながら千里眼で『大いなる存在』を視た彼女はそれに耐えられなかったらしい。止めるまもなく、近くにあった染料を飲んでしまう。染料には毒性があり、彼女は死んでしまったので、渡辺らは死体を放置した。しかしながら、この一件で、渡辺らは念写で『大いなる存在』に至れることを確信した。
　
　・先の事件のほとぼりが冷めたころ、渡辺らは今度は長尾郁子の所に赴き、今度こそ『大いなる存在』の『念写』写真を手に入れようとした。インフルエンザに罹患して弱っていた郁子は、『大いなる存在』を千里眼で視てその場で発狂、ショックで死亡してしまった。こうして、千里眼能力者の2人は亡くなり、渡辺らの目論見は成らなかったように見えた。
　
　・しかし、渡辺らは諦めることがなかった。福来助教授は、念写させた写真乾板を持っているはずなのだ。最悪でも、新聞に載った最初の乾板があるだけでも成否が違うと考えた渡辺らは、乾板を狙って福来教授をつけ狙い、脅迫状を出すなどしたが、先手を打たれて姿をくらまされてしまった。
　
　・渡辺らは助教授の自宅に押し入り、女中などを殺して捜索したがその乾板だけが見つからなかった。ただ、帝大の綿貫という教授に何か頼んだらしいことだけは突き止めた。最初、福来助教授と預かった物の行く先を聞き出すために、彼らは綿貫教授を拉致。『大いなる肉笛』を見せて脅しつけ、旭山社長を割り出せたので、とりあえずそちらに向かい、社長からショフェと森山学士を聞き出して、そちらに襲撃をかけた。
　ショフェでみつけた鞄の中には、彼らが求めていた乾板の他に、より『大いなる存在』に迫った素晴らしい出来のものがあった。そのため、もう福来助教授も綿貫教授も要らない、と記載がある。
　・『大いなる存在』を目覚めさせる儀式は、一番直近の満月に行う。（※キーパー注：これは解釈の誤り。しかも呪文も間違っている。このため儀式は失敗する）体育館を使い、そこで儀式を行うらしい。『陣は正確でなければならない。間違っても切れ目などないように。材料の調合を誤ったらすべてが台無しだ。ここまでコトが進んだのだ、なんとしても成功させる』と記載がある。
　
……これらの話を、話の中で上手く語っていけなかったのが、返す返すも残念＆深く反省。まあ、実際でも話の中でも時間がなかったから、どうしようもなかったんですが。
　
　
　ちなみに、この『小冊子』は渡辺社長が人間松明になった際に手にしていて、一緒に失われています。
英語で訳の分からないことが書かれた冊子で、“ELTDOWN SHARDS”という題名が冠されたものです。
　もし奥付を見ることができたら、そこには著者と出版年が書いてあるはずです……著者はアーサー・B・ウィンターズホール、出版年は1・9・1・2・年と。
　内容は、イギリス南部で発見された粘土板の破片に書かれていた謎の象形文字を翻訳したもの、となっており、1時間ほどかけて斜め読みすれば、SAN値が1d2／1d4喪失した上で、『大いなる存在』と思しきいくつかの記載を見つけることができたでしょう……『虚空を通りてきたる不可思議なもの』『暗黒の従者』『流れ出だし流れ出でる者』『とこしえに眠りのなかにあるもの』『伍色の球体』『彼方に在りて、永らえしもの』『熱き星々の核となる者』などと。うまくすれば呪文も手に入るかもしれません。シナリオ中では、この書物から得られる内容を誤解したせいで、儀式は失敗することになります。
　……なぜ、渡辺社長がそんな本を手にしていたのか？　それは分かりません。真相は、黒人活動家・・・・・だけが知っているのでしょう。
　
　
　あと、どうでもいいことですが、福来助教授のお宅で遭遇した二人組は、生け捕った場合こんなことを口走る予定でした。
　「いあ！　いあ！　虚空を通りてきたる不可思議なもの……んぐ！　いぐ！　彼方に在りし、永らえしもの！　むらと！　むらと！」
　その他には、完全に発狂していることが分かるぐらいで、何の情報も出してはくれません。……本編とあまり変わらないです、実は（笑）。
　
　
　なお、『千里眼事件』については、調べるといろいろなネタが出てきます。渡辺社長の日記にある内容は、実際に起こった事件に則しています。何人かの研究者による不可解な妨害行為。新聞社の偏向報道と能力者への執拗なバッシング。『東京の川口』と名乗る、色の浅黒い謎の男・・・・・・・・が登場。念写実験物を入れたカバンの紛失と、発見された中に脅迫状が入っている、など……。実際にあった話らしいですが、まるで何かが背後で暗躍しているかのようなネタ満載です。興味がある方は、参考文献にあげた書籍を読んでみてください。
　
　
【付録3　参考文献】 
　
今回シナリオを作成するにあたって、明治・大正期の文物を調べるために様々な資料を参考にしました。
ゲーム中に相当量の引用などがあるため、以下に参考文献として列挙します。
『クトゥルフと帝国』を遊ぶ際の資料探しの一助となれば幸いです。
　
書籍 
寺沢　龍『透視も念写も事実である――福来友吉と千里眼事件』草思社 2004 
長山靖生『千里眼事件―科学とオカルトの明治日本』平凡社 2005 
国語大辞典（新装版）小学館 1988 
インターネットサイト 
フリー百科事典『ウィキペディア（Wikipedia）』 
千里眼事件 
福来友吉 
御船千鶴子 
特別高等警察 
警保局 
内務省 
アーサー・コナン・ドイル 
シャーロック・ホームズシリーズ 
1911年 
1910年 
クリック20世紀 各年に起きた出来事の一覧。 
財団法人　福来心理学研究所 千里眼事件について。念写写真資料。 
精神のエクスペディシオン／鳥居龍蔵の乾板写真術の頁。カメラと乾板について。 
全日本クラシックカメラクラブ 当時のカメラの画像資料。 
万年月齢カレンダー 月齢の調査。 
NTT Digital Museum 本館ロビー／電信・電話の歴史年表の頁。電話の歴史について。 
Google map 

*1物理学の研究　この当時、東大に物理学部はまだなく、法・医・工・文・理の5分科大学および大学院しかなかった
*2ロビン○ペシャル　『キン肉マン』より。「重いものほど早く落ちる」は、作中の有名な『物理法則』
*3特高　特高（特別高等警察課）は、1911年（明治44年）8月に警保局の直接指揮下にある部署として組織される。この時点（1911年3月時点）では、斉藤はその前身となる保安課勤務扱いとなる
*4室井さん　TVドラマ『踊る大捜査線』より。『室井さん』は警察のエリートコースに乗っている登場人物
*5榊原伊織　時代劇ドラマ『大岡越前』の中で、小石川療養所で活躍する蘭学医。架空の人物
*6あと10年くらいで地震くる　1923年（大正11年）9月1日に、関東大震災が起きている
*7ショフェ　フランス語で『暖かい』という意味
*8東京市　この頃、東京には『東京市』があった。昭和43年7月になると『東京都』と特別区ができる
*9たくさんある　全国各地に赤塗り六角形ボックスの公衆電話が登場したのはちょうどこの年のことである
*10三国志の　馬岱は馬超の息子で蜀の忠臣です
*11藤という講師　実在人物。千里眼の検証実験の乾板を故意に入れ忘れる等、実際に妨害行為を行っている。
*12探偵を扱った小説　ドイルがシャーロック・ホームズものを最初に発表したのは1887年。この時の作品『A Study in Scarlet』は、1899年に『血染の壁』の邦題をつけられて毎日新聞で連載された
*13商用登記簿謄本　『登記』とは、私法上の権利に関することについて、登記所にの公簿に記載すること。公示することで、権利を保護したり取引を安全に行うのが目的で、『登記簿』とはそれを記した書面のこと。クトゥルフに限らず、現代物では調査に使うと結構便利
*14岐阜は名古屋の植民地　この当時はどうだったのか分からないが、実際にそうらしい。岐阜の人は名古屋に通勤・通学し、名古屋弁をしゃべるのだとか。『岐阜は名古屋の植民地』（松尾一著）という題名の本もある
*15皓々と満月　実際に明治44年3月15日は満月であった。……天候が『晴れ』だったかまでは分からないが（笑）
*16現在時間　この時の実時間は19:30を回っていました
*17イヴン・グハジ　クトゥルフものではよくお目にかかるアイテム。振りかけることで効果を発揮するこの粉は、不可視の存在の姿を一時的に視ることができるようにする。ある意味ハマリアイテム
*18色々な妨害　史実として、『千里眼』の証明実験に対しては、さまざまな不可解な妨害が試みられている。今回は取りやめにしたが、そのネタだけでクトゥルフ物が一本作れそうなほどである
*19世間的には自殺　御船千鶴子は、1911年1月18日に染料に含まれる重クロム酸カリで服毒自殺を図り、翌日未明に他界している。
*20ショックで死んじゃった　長尾郁子は、1911年2月26日、罹患していたインフルエンザから肺壊症を併発し、他界している
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									  明治44年3月14日（火）夕刻　斉藤　浅草署にて

								



										

									  明治44年3月14日（火）宵の口　井塚＆斉藤　旭光社にて

								



										

									  明治44年3月14日（火）夜　井塚＆斉藤＆森村　旭光社にて

								



							



						



								

							  幕間　悩ましい夜

						



								

							

								  第四章　手詰まりと手がかり

							

							

										

									  明治44年3月15日（水）朝　井塚＆斉藤＆森村＆隅吉　旭光社にて

								



										

									  明治44年3月15日（水）午前　森村＆隅吉　福来邸前にて 

								



										

									  明治44年3月15日（水）午前　井塚＆斉藤　警察・旭光社・区役所他にて 

								



										

									  明治44年3月15日（水）午前　森村＆隅吉　藤理学士宅にて 

								



										

									  明治44年3月15日（水）昼　旭光社にて

								



							



						



								

							

								  第五章　光明あらわる

							

							

										

									  明治44年3月15日（水）昼　柳原邸にて

								



										

									  明治44年3月15日（水）午後　旭光社・役所にて

								



										

									  明治44年3月15日（水）午後6時頃　旭光社にて

								



							



						



								

							

								  第六章　潜入と遭遇

							

							

										

									  明治44年3月15日（水）午後9時半　福来邸にて 

								



										

									  明治44年3月15日（水）午後10時　旭光社にて

								



							



						



								

							

								  第七章　無窮との邂逅

							

							

										

									  明治44年3月15日（水）午後10時30分　渡辺化工にて

								



										

									  明治44年3月15日（水）午後10時50分　渡辺化工・社長宅にて 

								



										

									  明治44年3月15日（水）午後11時15分――帝都壊滅まであと45分

								



										

									  明治44年3月15日（水）午後11時45分――帝都壊滅まであと15分 

								



										

									  明治44年3月15日（水）午後11時50分――帝都壊滅まであと10分

								



							



						



								

							  終章　帝都の空　無辺なる哉

						



								

							  【付録1　キーパーの視点】 

						



								

							  【付録2　シナリオのネタばらし】 

						



								

							  【付録3　参考文献】 
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